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根 津 嘉 一 郎
「根津記念館」オープン記念特集・１

その生涯と遺したものたち

私
は
嘗か
つ

て
亜
米
利
加
に
旅
行
し
て
、

今
は
故
人
と
な
ら
れ
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
氏
に
会
っ
た
時
、

同
氏
が
多
額
の
金
を
儲も
う

け
て
、
そ
の
多
く
を

世
の
た
め
に
散
ず
る
主
義
を
知
っ
て
、
大
い
に
啓
発
さ
れ
た
。

そ
の
襟き
ん
ど度

な
り
主
義
な
り
は
、
日
本
人
と
し
て

大
い
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
と
考
へ
た
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
津
嘉
一
郎
著
『
世
渡
り
体
験
談
』
か
ら

私
は
才
能
よ
り
も
、
学
問
よ
り
も
、
人
徳
よ
り
も
、

先
ず
何
を
措お

い
て
も
奮
闘
努
力
の
人
を
求
め
る
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
津
嘉
一
郎
著
『
世
渡
り
体
験
談
』
か
ら

「
事
業
を
経
営
す
る
究
極
の
目
的
は

決
し
て
金
を
儲も
う
ける
と
云
ふ
事
で
は
な
い
。

国
家
や
社
会
に
本
当
に
裨ひ
え
き益

し
よ
う
と
す
る

真
の
目
的
が
な
く
て
は
栄
え
る
も
の
で
は
な
い
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
津
嘉
一
郎
著
『
世
渡
り
体
験
談
』　
か
ら

自
分
は
将
来
大
政
治
家
に
な
っ
て

国
家
の
た
め
に
有
用
な
材
と
な
り
た
い
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
野
木
忠
著
『
根
津
嘉
一
郎
』
か
ら
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ガ
キ
大
将
だ
っ
た
少
年
時
代

　

根
津
嘉
一
郎
（
幼
名
・
栄
次
郎
）
は
、
万

延
元
（
１
８
６
０
）
年
６
月
15
日
、
山
梨
郡

正
徳
寺
村
（
現
在
の
山
梨
市
正
徳
寺
）
で
地

方
屈
指
の
資
産
家
」
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
兄
と
姉
、
そ
し
て
妹
の
４
人
兄
弟

で
し
た
。

　

家
は
、
商
業
を
兼
営
す
る
豪
農
で
、
屋
号

は
油
屋
。
勤
勉
な
父
と
慈
悲
深
い
母
、
そ
し

て
山
梨
の
風
土
に
育
ま
れ
、
わ
ん
ぱ
く
ぶ
り

を
存
分
に
発
揮
し
な
が
ら
成
長
し
ま
し
た
。

　

父
・
嘉
市
郎
は
、
一
時
は
傾
き
か
け
た
家

財
を
自
力
で
建
て
直
し
た
努
力
の
人
。
こ
の

経
験
を
踏
ま
え
て
、
息
子
に
さ
ま
ざ
ま
な
教

訓
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

幼
少
時
代
の
栄
次
郎
は
、
一
言
で
い
え
ば

「
わ
ん
ぱ
く
坊
主
」。
兄
・
一
秀
と
と
も
に
村

の
寺
子
屋
に
通
っ
た
の
で
す
が
、
温
厚
で
病

弱
で
あ
っ
た
兄
に
比
べ
て
、
栄
次
郎
は
ま
る

で
野
武
士
の
よ
う
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

宇
野
木し
げ
た
だ忠
・
著
の
『
根
津
嘉
一
郎
』
に
当

時
寺
子
屋
で
席
を
並
べ
た
と
い
う
人
の
逸
話

が
次
の
よ
う
に
載
っ
て
い
ま
す
。

　　
「
栄
さ
ん
は
負
け
ず
嫌
い
の
男
で
、
一
日

師
匠
が
本
を
読
ん
で
教
え
、
翌
日
こ
れ
を
生

徒
に
読
ま
せ
る
。
な
か
な
か
一
回
で
は
読
め

な
い
の
で
、誰
も
読
も
う
と
は
し
な
い
の
に
、

栄
さ
ん
は
大
胆
に
も
自
分
で
立
っ
て
読
む
。

師
匠
が
何
か
で
休
む
と
き
に
は
栄
さ
ん
が
師

匠
に
代
わ
っ
て
教
え
る
の
だ
が
、
云
う
事
を

聞
か
な
い
子
ど
も
は
襟
く
び
を
捕
え
て
庭
へ

出
し
て
し
ま
う
。
寸
分
乱
暴
な
こ
と
を
す
る

の
で
、
し
ま
い
に
は
本
当
の
師
匠
よ
り
栄
さ

ん
が
師
匠
に
な
っ
た
時
の
ほ
う
が
こ
わ
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
代
り
、
よ
く
栄
さ

ん
の
云
う
こ
と
を
聞
く
と
必
ず
栄
さ
ん
か
ら

第１章
根津嘉一郎、
その才気を発揮し続けた人生
「人間の生命は、五十年が普通だとされている。
例え長くても七十年八十年は、古来稀

ま

れな方である。
だから、人は短い一生の中にお国のために
何か善い事をして置かねばならぬ。」
　　　根津嘉一郎著『世渡り体験談』忘れ得ない父の想ひ出　から　父の教え

＜時代背景＞
万延元年（1860）
桜田門外の変・大老井伊直弼暗殺

慶応４年（1868）
鳥羽・伏見の戦い

明治元年（1868）
江戸を東京と改称

明治 10 年（1877）
西南戦争、第 1 回内国勧業博覧会開催

明治 15 年（1882）
日本銀行開業

明治 22 年（1889）
大日本帝国憲法発布、東海道線全通

明治 23 年（1890）
第 1 回衆議院議員総選挙、教育勅語

東武鉄道の経営改革の切り札となった全長 591m の長大橋「利根川橋梁」。この橋梁が完成し

たことにより、埼玉県川俣止まりの線路が群馬県、さらには日光方面への路線延長とつながった。

完成までの延べ日数約 500 日。総工費約 47 万 4,000 円。明治 40 年竣工。（写真：岩田武氏所

蔵）。

ご
褒
美
が
で
る
。（
中
略
）
何
を
し
て
遊
ぶ

に
も
総
大
将
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
遊
び

ご
と
は
ブ
チ
こ
わ
し
て
し
ま
う
と
い
う
厄
介

な
し
ろ
も
の
で
し
た
が
、
そ
の
都
度
ご
褒
美

は
必
ず
栄
さ
ん
に
つ
き
も
の
で
し
た
か
ら
、

自
然
に
皆
の
も
の
が
栄
さ
ん
に
な
び
く
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
」

　

人
の
上
に
立
つ
の
を
好
み
、
一
令
の
も
と

に
皆
を
指
揮
し
て
い
た
ず
ら
の
限
り
を
つ
く

す
。
し
か
し
、
家
に
帰
る
と
父
母
の
命
に
従

い
、
病
弱
な
兄
の
分
ま
で
引
き
受
け
て
飛
び

回
る
。
将
来
、
１
３
０
を
超
え
る
会
社
の
経

営
に
携
わ
っ
た
剛
腕
ぶ
り
と
、
社
員
を
思
い

や
る
優
し
い
気
持
ち
は
、ど
う
や
ら
こ
の
頃
、

培
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

東
京
へ
の
思
い
と
「
戸
主
」
と
い
う
現
実

　

明
治
10
年
、
根
津
家
の
親
族
の
家
屋
に
東

人生に大きな影響を与えた人々・１
　　　　　　　　　父・根津嘉市郎

　嘉一郎が生前綴った『世渡り体験談』という本
があります。これは、彼の自伝ともいえる一冊で
すが、「忘れ得ない父の想ひ出」という題名の項
目は、「想ひ出す度に頭が下がる」という書き出
しで始まっています。
　彼の父・嘉市郎は、「人間というものは、他人
の恩になれば、一生頭が上がらないものだ」と言っ
て、人の世話になることを嫌いました。また、「『運』
という字は、元来『はこぶ』と読むくらいであっ
て、常時動いていることを意味する。それを『運
は寝て待て』などというのは、了見違いもはなは
だしい。良い運に巡り合うには、働け！働くこと
が運を捉える最良の手段だ」と教えます。
　その一方で、「人というものは、仕事ばかりす
るのが良いというわけではない。ある程度までは、
娯楽もあったほうがいい。そして大いに働くこと
が必要である」「金をためることは最も望ましい
ことだけれど、他人から後ろ指を指されるのは、
男子としてこの上なき恥辱である」と、人にそし
られてまで金をためることはせず、遊びの大切さ
も説き、人づきあいも非常に大切にした幅の広い
人だったようです。
　72 歳で没した父を見て、「もう少し酒を節し
ていれば、90 歳以上まで生きることができたか
もしれない」と思った嘉一郎は、40 歳にして酒
とたばこと間食をやめたと記しています。
　常にその教えを胸に、国家のために力を注いで
きた嘉一郎にとって、父・嘉市郎は、尊敬もし、
反面教師にもなるという、常に彼の人生に影響を
与え続けた人物だったようです。
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山
梨
郡
役
所
が
設
置
さ
れ
た
の
を
機
に
、
栄

次
郎
は
18
歳
で
そ
の
郡
役
所
に
書
記
と
し
て

務
め
ま
す
。性
格
に
合
わ
な
い
こ
の
仕
事
が
、

一
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
嫌
に
な
っ
た
栄
次

郎
で
す
が
、
父
か
ら
「
三
年
間
は
ど
う
し
て

も
勤
め
上
げ
な
さ
い
」
と
の
強
要
に
よ
る
役

所
勤
め
。
郡
役
所
で
は
、
勤
務
時
間
中
も
相

手
さ
え
あ
れ
ば
政
治
を
論
じ
、
社
会
批
評
を

し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
、
明
治
維
新
か
ら
間
も
な
い
時
代

の
こ
と
で
す
。
人
一
倍
元
気
の
あ
っ
た
栄
次

郎
は
、
陸
軍
士
官
学
校
に
入
学
し
、
立
派
な

軍
人
と
し
て
身
を
立
て
た
い
と
思
い
、
21
歳

の
と
き
、
家
族
に
黙
っ
て
上
京
し
ま
す
。
し

か
し
、
不
運
に
も
、
当
時
の
同
学
校
の
入
学

資
格
は
年
齢
18
歳
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
夢

は
無
残
に
も
破
れ
た
の
で
し
た
。

　

家
を
出
て
し
ま
っ
た
栄
次
郎
は
、
そ
の
負

け
ん
気
の
性
格
か
ら
ふ
る
さ
と
に
帰
る
こ
と

が
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
東
京
に
住
み
着
き
、

和
漢
学
の
教
授
・
馬
杉
雲
外
の
温
故
塾
に
学

び
、
塾
生
と
天
下
国
家
を
論
じ
合
い
ま
す
。

　

明
治
15
年
、
３
年
間
の
遊
学
生
活
に
終
止

符
を
打
ち
、
郷
里
・
山
梨
に
戻
っ
た
栄
次
郎

は
、
家
業
の
手
伝
い
に
精
を
出
し
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
一
方
で
政
治
活
動
に
も
関
わ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
８
月
、
母
が
亡

く
な
る
と
、
父
・
嘉
市
郎
は
隠
居
（
名
を
藤

右
衛
門
と
改
め
る
）
し
、
兄
が
家
業
を
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。
し
か
し
、
病
弱
な
兄
に
代
わ

り
、
実
際
に
戸
主
と
し
て
の
仕
事
を
し
た
の

は
、
栄
次
郎
で
し
た
。

　

明
治
17
年
、
栄
次
郎
は
、
東
京
府
士
族
村

上
知
彰
の
六
女
、久
良
と
結
婚
。
こ
の
と
き
、

栄
次
郎
は
25
歳
、
久
良
は
19
歳
で
し
た
。
そ

し
て
、結
婚
か
ら
５
年
が
た
っ
た
明
治
22
年
、

父
と
兄
か
ら
の
強
い
要
請
で
、
根
津
家
の
戸

主
と
な
り
、
名
前
を
嘉
一
郎
と
改
め
ま
す
。

30
歳
の
夏
で
し
た
。

政
治
家
へ
の
道
と
運
命
の
出
会
い

　

嘉
一
郎
は
、
明
治
24
年
の
夏
、
東
山
梨
郡

の
郡
会
議
員
に
当
選
し
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の

年
の
10
月
、
県
会
議
員
選
挙
に
出
馬
、
高
位

で
当
選
。
政
治
家
へ
の
大
き
な
一
歩
を
印
し

ま
す
。

　

こ
の
頃
、
嘉
一
郎
の
人
生
に
大
き
な
転
機

を
も
た
ら
す
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
山
梨

県
の
政
財
界
を
代
表
す
る
人
物
・
若
尾
逸
平

（
南
ア
ル
プ
ス
市
出
身
）、
そ
し
て
雨
宮
敬
次

郎
（
甲
州
市
出
身
）。
こ
の
二
人
の
郷
里
の

大
先
輩
と
の
出
会
い
が
、
嘉
一
郎
の
人
生
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

逸
平
か
ら
「
株
へ
の
投
資
」
を
、
敬
次
郎

か
ら
「
事
業
を
起
こ
せ
」
と
教
え
ら
れ
た
嘉

一
郎
は
、
兄
・
一
秀
に
家
督
を
譲
り
、
当
時

就
い
て
い
た
平
等
村
と
上
万
力
村
が
結
成
し

た
組
合
村
の
村
長
を
退
任
。
明
治
30
年
、
東

京
都
京
橋
区
（
現
在
の
中
央
区
）
に
移
り
住

み
ま
す
。

　

こ
の
両
先
輩
の
知
遇
に
よ
る
利
点
は
、
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
早
く
か

ら
「
乗
り
も
の
」
と
「
明
か
り
」
の
将
来
性

に
目
を
つ
け
て
い
た
逸
平
は
、
東
京
都
電
の

前
身
で
あ
る
東
京
馬
車
鉄
道
の
株
を
買
い
占

め
、
次
い
で
東
京
電
力
の
前
身
で
あ
る
東
京

電
灯
に
狙
い
を
つ
け
る
と
、
嘉
一
郎
ら
多
く

の
甲
州
人
に
同
調
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
明

治
32
年
12
月
、
嘉
一
郎
は
東
京
電
灯
の
監
査

役
に
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
逸
平

の
推
薦
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

同
年
、
嘉
一
郎
は
超
安
値
と
さ
れ
て
い
る

房
総
鉄
道
株
を
大
量
に
取
得
し
て
、
同
社
の

取
締
役
と
な
り
ま
す
。こ
の
取
締
役
就
任
が
、

後
年
、
彼
の
活
動
の
主
要
舞
台
と
な
る
鉄
道

業
界
へ
の
記
念
す
べ
き
第
一
歩
で
し
た
。

事
業
家
、
そ
し
て
鉄
道
王
と
呼
ば
れ
る
ま
で

　

明
治
34
年
の
暮
れ
、
東
京
電
灯
の
常
務
取

締
役
に
就
任
し
た
嘉
一
郎
は
、
経
営
状
態
が

芳
し
く
な
い
同
社
の
立
て
直
し
に
手
腕
を
発

揮
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
当
時
ラ
イ

バ
ル
会
社
で
あ
っ
た
品
川
電
灯
を
上
手
に
傘

下
に
取
り
込
む
こ
と
に
も
成
功
。

　

ま
た
、
同
時
期
に
東
京
市
街
鉄
道
株
式
会

社
、東
京
鉄
道
株
式
会
社
の
設
立
に
関
与
し
、

両
者
の
取
締
役
に
就
任
。
か
つ
て
、
若
尾
逸

平
が
彼
に
語
っ
た
「
乗
り
も
の
」
と
「
明
か

り
」
と
の
関
係
を
一
段
と
深
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

実
業
界
で
の
地
位
を
着
々
と
高
め
て
い
っ

た
嘉
一
郎
は
、
政
界
進
出
を
勧
め
ら
れ
、
明

治
37
年
、
帝
国
議
会
議
員
に
当
選
。
ま
た
、

こ
の
頃
か
ら
、
東
武
鉄
道
株
式
会
社
の
内
紛

に
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

＜時代背景＞
明治 24 年（1891）
足尾銅山鉱毒事件

明治 27 年（1894）
日英通商航海条約締結・日清戦争宣戦布告

明治 29 年（1896）
アテネで第１回オリンピック開催

明治 31 年（1898）
第一次大隈内閣成立

明治 32 年（1899）
高等女学校令公布

明治 33 年（1900）
治安警察法交付・伊藤博文立憲政友会結成

明治 34 年（1901）
八幡製鉄所操業開始・経済恐慌

文政３年（1820） 大正２年（1913）

弘化２年（1845） 大正４年（1915）

弘化３年（1846） 明治 44 年（1911）

嘉永２年（1849） 明治 44 年（1911）

嘉永５年（1852） 大正 12 年（1923）

万延元年（1860） 昭和 15 年（1940）

文久２年（1862） 大正 15 年（1926）

慶応２年（1866） 大正 15 年（1926）

明治３年（1870） 昭和 19 年（1944）

明治６年（1873） 昭和 32 年（1957）

明治７年（1874） 昭和 34 年（1959）

明治８年（1875） 昭和４年（1929）

明治 13 年（1880） 昭和 33 年（1958）

明治 14 年（1881） 昭和 17 年（1942）

若尾逸平

佐竹作太郎（東京電燈）

雨宮敬次郎

古屋徳兵衛（松屋デパート）

小野金六（富士製紙）

根津嘉一郎（東武鉄道）

神戸挙一（東京電燈）

小池国三（山一證券）

堀内良平（富士山麓電気鉄道・東京市街自動車会社）

小林一三（阪急電鉄）

葛西豊太郎（東北電力）

穴水要七（富士製紙）

穴水熊雄（大日本電力）

早川徳次（東京地下鉄道）

甲州財閥の主なメンバーとその活躍した時代

人生に大きな影響を与えた人々・２
　　　　　　若尾逸平と雨宮敬次郎
　県下の蚕糸業界を支配し、山梨中央銀行の前身
である「第十国立銀行」設立時には最高額の出資
者となり、明治 22 年には初代甲府市長に就任、
翌年には、貴族院の多額納税議員に推された実力
者・若尾逸平（南アルプス市出身）。
　嘉一郎は逸平から「金儲けには『株』。『乗りも
の』と『明かり』は盛んにこそなれ、絶対に衰え
ることはない」と教えられ、田地を担保に、株を
買う資金を借り入れ、日本郵船をはじめ九州鉄道、
甲武鉄道、総武鉄道、房総鉄道、東京馬車鉄道な
どの株の売買を繰り返すようになりました。
　また、雨宮敬次郎（甲州市出身）は、横浜で蚕
種事業などの投機事業を展開し、明治９年の欧米
旅行での見聞を実践すべく実業界に進出した人物
で、製粉事業を起こし巨利を得たほか、甲武鉄道、
東京市街鉄道などの鉄道会社の起業に関与し、「投
機界の魔王」とまで呼ばれました。
　敬次郎は、「なるべく早く株とは縁を切り、事
業を起こせ。一時の利を追うよりも、後世に残る
ような事業を志せ」と、嘉一郎に進むべき道を示
します。嘉一郎は、この言葉に心を打たれ、その
後、事業家としての道を歩むことになります。
　若尾逸平と雨宮敬次郎。甲州財閥の先駆者２人
は、常に時代を一歩リードして嘉一郎ら後輩を導
きました。山梨出身の投機家たちは、電気、鉄道、
ガスといった公共的事業への株式投資を通じ、企
業の経営権を握るなど、東京の経済界への進出を
果たし、やがては「甲州財閥」として一つの時代
を築くこととなります（代表する人物と活躍した
時代は左のページの図を参照）。　
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＜時代背景＞
明治 35 年（1902）
東京株式市場大暴落

明治 37 年（1904）
日露戦争勃発

明治 39 年（1906）
鉄道国有法公布・南満州鉄道株式会社設立

明治 42 年（1909）
伊藤博文ハルピンで射殺

明治 45 年・大正元年（1912）
明治天皇が崩御。大正天皇が即位、元号を大正
と改元

大正３年（1914）
第一次世界大戦勃発・東京駅完成

大正７年（1918）
ロシアで革命起きる

た
人
脈
を
活
用
し
、
教
育
方
面
の
専
門
家
と

構
想
を
練
り
、
中
学
、
高
等
学
校
の
一
貫
教

育
を
行
な
う
七
年
生
の
高
等
学
校
を
設
立
し

よ
う
と
意
見
を
集
約
し
ま
す
。

　

嘉
一
郎
は
、
財
団
法
人
根
津
育
英
会
を
設

立
、
武
蔵
野
鉄
道
（
現
在
の
西
武
池
袋
線
）

の
東
長
崎
駅
近
く
に
土
地
を
買
い
求
め
、
大

正
11
年
、
武
蔵
高
等
学
校
（
武
蔵
大
学
の
前

身
）
を
開
校
し
ま
す
。

　

ま
た
、
渡
米
時
の
視
察
で
有
力
者
が
積
極

的
に
公
共
事
業
へ
の
協
力
を
目
に
し
て
き
た

嘉
一
郎
は
、
帰
国
後
自
分
の
財
力
に
見
合
う

寄
付
行
為
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
郷

土
か
ら
の
要
請
に
は
快
く
応
じ
ま
し
た
。

　

笛
吹
川
に
か
か
る
「
根
津
橋
」
の
建
設
費

援
助
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。
ま
た
、

県
内
３
つ
の
高
等
学
校
に
敷
地
を
寄
付
し
た

こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

郷
里
に
建
て
ら
れ
た
日
本
一
の
銅
像

　

昭
和
７
年
、
根
津
橋
の
ほ
と
り
に
あ
る
万

力
公
園
内
に
お
い
て
、
嘉
一
郎
の
銅
像
の
除

幕
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
偉
業
を
成
し
遂

げ
た
嘉
一
郎
の
生
地
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と

し
た　

在
県
・
在
京
の
有
志
３
，
０
０
０
人

の
寄
付
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

13
・
５
メ
ー
ト
ル
の
花
崗
岩
の
基
石
の
上

に
、
霊
峰
富
士
に
向
か
い
屹
立
す
る
５
・
５

メ
ー
ト
ル
の
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
姿
の
銅
像
。

　

後
に
こ
の
銅
像
は
、太
平
洋
戦
争
の
最
中
、

一
度
軍
需
用
に
供
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
戦
後
、
そ
れ
を
惜
し
む
声
が
強
ま
り
、

昭
和
35
年
、
嘉
一
郎
の
生
誕
百
年
を
記
念
し

て
「
故
根
津
嘉
一
郎
翁
銅
像
再
建
委
員
会
」

に
よ
り
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

▲大正 12 年に竣工した根津橋。笛吹川の安全な交通の
ため、約 14 万円を投じて建設されました。この橋がで
きるまで、地域の人は上流に架かる亀甲橋を利用するし
か方法がなく、その距離を面倒くさがって、鉄橋を歩い
たという話を聞きます。また、橋だけでなく、橋につな
がる道路の整備も嘉一郎の寄付により、事業が行なわれ
ました。当時の親柱は、現在の根津橋のたももと、根津
記念館の庭に移設保存されています。

▶嘉一郎の寄付をもとに、大正 10 年（1921）財団法
人根津育英会（現学校法人）を設立し、わが国初の七年
生高等学校として設立された武蔵高等学校の記念すべき
第一回入学式での記念撮影。現在の武蔵大学・武蔵高等
学校、中学校の前身です。

ず
、
当
時
、
経
営
不
振
で
先
行
き
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
た
大
阪
・
堺
と
紀
伊
高
野
を
結
ぶ
高

野
登
山
鉄
道
取
締
役
に
就
任
。
有
言
実
行
を

モ
ッ
ト
ー
と
す
る
嘉
一
郎
は
、
改
革
案
を
提

示
し
、
見
事
に
こ
の
会
社
の
再
建
も
成
功
さ

せ
ま
し
た
。

　

大
正
６
年
、
嘉
一
郎
は
４
期
13
年
に
及
ん

だ
代
議
士
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
ち
、
実
業

家
と
し
て
専
念
す
る
こ
と
を
決
心
し
ま
す
。

そ
の
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
関
西
で
の

高
野
登
山
鉄
道
再
生
に
続
く
、
高
野
大
師
鉄

道
株
式
会
社
の
設
立
、
成
功
で
し
た
。

　

忙
し
い
中
、
工
事
現
場
へ
顔
を
出
し
、
陣

頭
指
揮
を
と
り
な
が
ら
現
場
で
作
業
す
る

人
々
を
激
励
す
る
日
々
。
敷
設
工
事
は
順
調

に
進
み
、
新
設
し
た
路
線
は
乗
客
を
急
増
さ

せ
、
収
益
は
上
が
り
続
け
ま
す
。
こ
れ
に
目

を
つ
け
た
南
海
鉄
道
株
式
会
社
が
合
併
の
話

を
持
ち
込
み
ま
す
。
そ
し
て
、
大
正
11
年
、

高
野
両
鉄
道
は
南
海
鉄
道
に
吸
収
さ
れ
る
形

で
合
併
し
、
嘉
一
郎
は
取
締
役
に
就
任
し
た

の
で
し
た
。

　

ま
た
、
大
正
９
年
、
嘉
一
郎
は
東
京
地
下

鉄
道
株
式
会
社
の
設
立
に
力
を
入
れ
、
取
締

役
と
な
り
ま
す
。
間
も
な
く
、
こ
の
会
社
は

日
本
初
の
地
下
鉄
を
上
野
‐
浅
草
間
に
走
ら

せ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

教
育
界
・
公
共
事
業
へ
の
寄
与

　

こ
の
年
、
還
暦
を
迎
え
た
嘉
一
郎
は
、
か

つ
て
渡
米
時
に
抱
い
た
一
つ
の
事
柄
を
実
行

し
よ
う
と
思
い
立
ち
ま
す
。
そ
れ
は
、
教
育

界
に
寄
与
す
る
た
め
の
学
校
設
立
で
し
た
。

日
本
の
教
育
が
知
育
偏
重
で
、
道
徳
を
軽
視

し
が
ち
で
あ
る
を
憂
い
て
き
た
嘉
一
郎
は
、

自
分
の
理
想
と
す
る
教
育
を
学
ば
せ
る
学
校

の
設
立
を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
。

　

13
年
に
及
ん
だ
代
議
士
生
活
の
中
で
広
げ

　

東
武
鉄
道
は
、
三
菱
系
の
浅
田
正
文
、
原

六
郎
、
末
延
道
成
、
田
島
信
夫
が
出
資
し
て

設
立
し
た
鉄
道
会
社
で
す
。
東
京
北
千
住
‐

埼
玉
県
久
喜
間
の
40
・
１
キ
ロ
を
営
業
区
域

に
、
明
治
32
年
８
月
、
営
業
を
開
始
し
て
い

ま
し
た
が
、
会
社
の
経
営
状
況
が
芳
し
く
な

く
、
嘉
一
郎
の
こ
れ
ま
で
の
活
躍
ぶ
り
を
目

の
当
た
り
に
し
て
い
た
会
社
役
員
ら
が
、
会

社
の
再
建
に
は
欠
か
せ
な
い
人
物
と
し
て
嘉

一
郎
を
推
挙
し
ま
す
。

　

嘉
一
郎
は
、
東
武
鉄
道
株
式
会
社
の
取
締

役
、
専
務
、
社
長
へ
と
歩
を
進
め
、
明
治
38

年
11
月
１
日
、
東
武
鉄
道
株
式
会
社
の
初
代

社
長
に
就
任
。
会
社
再
建
へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

実
業
家
生
命
を
か
け
て
社
の
再
建
に
取
り

組
ん
だ
嘉
一
郎
は
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
を

行
な
い
、
借
入
金
の
返
済
に
全
力
を
注
ぎ
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、「
飛
躍
的
な
発
展
を
遂

げ
る
に
は
路
線
延
長
が
不
可
欠
」
と
利
根
川

に
鉄
橋
を
か
け
、
群
馬
県
、
さ
ら
に
は
日
光

方
面
へ
の
路
線
延
伸
を
可
能
と
さ
せ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
嘉
一
郎
は
、
東
京
市
内
の
「
三
電

合
併
問
題
」
に
も
深
く
関
わ
り
ま
す
。
当
時

の
東
京
は
、
雨
宮
敬
次
郎
系
の
「
東
京
市
街

鉄
道
」、若
尾
逸
平
系
の
「
東
京
馬
車
鉄
道
」、

そ
れ
に
嘉
一
郎
の
「
東
京
電
気
鉄
道
」
が
対

立
し
て
厳
し
い
競
争
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
競
争
が
三
社
を
疲
弊
さ
せ
、
合
併

話
が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
嘉
一
郎
は

合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
に
着
目
、
他
社
の
株

を
買
い
集
め
、
明
治
39
年
、
三
社
が
合
併
し

た
「
東
京
鉄
道
株
式
会
社
」
を
設
立
、
取
締

役
に
就
任
し
ま
す
。

渡
米
体
験
が
も
た
ら
し
た
も
の

　

明
治
42
年
、
当
時
、
東
京
商
業
会
議
所
特

別
議
員
の
職
に
あ
っ
た
嘉
一
郎
は
、
第
一
銀

行
（
み
ず
ほ
銀
行
の
前
身
）
頭
取
で
、
実
業

家
と
し
て
知
ら
れ
る
渋
沢
栄
一
を
団
長
と
す

る
渡
米
実
業
団
に
加
わ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

で
の
滞
在
は
約
４
か
月
に
わ
た
り
ま
し
た
。

公
式
行
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、
鉄
道
や
ビ
ー

ル
会
社
・
工
場
な
ど
を
訪
ね
、
大
い
に
見
聞

を
広
め
、
新
し
い
知
識
を
吸
収
し
た
嘉
一
郎

は
、
こ
の
視
察
の
中
で
ア
メ
リ
カ
人
の
「
愛

郷
心
の
強
さ
」
と
「
営
業
ぶ
り
」
に
感
銘
を

受
け
た
と
、
著
書
『
世
渡
り
体
験
談
』
の
中

で
記
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
地
を
訪
れ
て
も
、
自
分
の
住
ん
で
い

る
と
こ
ろ
を
世
界
一
だ
と
自
慢
す
る
人
々
、

建
造
物
の
全
て
が
土
地
の
有
力
者
の
寄
附
金

に
よ
り
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
女
子
が
会

社
の
事
務
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
会

社
で
の
用
談
が
極
め
て
短
時
間
で
行
な
わ
れ

る
こ
と
な
ど
…
…
。

　

こ
の
時
に
得
た
感
動
が
、
後
の
「
根
津
ピ

ア
ノ
」
に
代
表
す
る
寄
付
や
「
根
津
橋
」「
平

等
小
学
校
」
の
建
設
に
つ
な
が
っ
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

鉄
道
王
、
関
西
へ
進
出

　

東
武
鉄
道
と
第
一
麦
酒
の
社
長
の
ほ
か
に

衆
議
院
議
員
な
ど
す
で
に
多
く
の
公
職
に
就

い
て
い
る
嘉
一
郎
で
し
た
が
、「
東
武
鉄
道

の
経
営
を
再
生
さ
せ
た
男
」
と
し
て
、
鉄
道

業
界
で
は
一
目
置
か
れ
て
い
た
そ
の
存
在

に
、
次
か
ら
次
へ
と
鉄
道
会
社
か
ら
誘
い
が

か
か
り
ま
す
。

　

そ
の
活
躍
舞
台
は
関
東
だ
け
に
と
ど
ま
ら
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＜時代背景＞
大正 12 年（1923）
関東大震災

大正 14 年（1925）
東京放送局がラジオ放送開始

大正 15 年・昭和元年（1926）
大正天皇崩御。昭和天皇が即位、元号を昭和と
改元

昭和３年（1928）
ラジオ体操放送開始、ミッキーマウスデビュー

昭和４年（1929）
初のターミナルデパート、阪急百貨店が開店

昭和７年（1932）
五・一五事件、犬養毅首相殺害される 

昭和 11 年（1936）
二・二六事件勃発 。東京市に戒厳令布告

渡米実業団の一員としてのアメリカ訪問は、
嘉一郎の事業家としての姿勢に影響を与えました。
その一つが社会貢献であり、「社会から得た利益は社会に還元する」という信念のもと、
各方面へ多額の寄付を惜しみませんでした。
郷里である平等村の小学校建築、山梨県下各小学校へのピアノなどの教材の寄付、
笛吹川橋梁（根津橋）の架橋などはその代表例です。

昭和 14 年（1939）
礼服の嘉一郎

第２章

郷里山梨に語り継がれる数々の寄付

嘉一郎は、県下の各小学校へピアノ、理化学機械標本、人体模
型、顕微鏡、ミシンなどを寄付しています。特にピアノは「根
津ピアノ」と呼ばれ、根津嘉一郎の名を広く県下に知らしめま
した。これらの寄付総額は、現在の金額で約２億６千万円にも
なります（写真所蔵：逸村一徳氏）。右は、山梨市民会館ロビ
ーに展示されている「根津ピアノ」。昭和５年（1930）に平
等尋常高等小学校に寄贈されたものです。

　

こ
の
銅
像
は
、
今
も
な
お
日
本
有
数
の
高

さ
を
誇
り
、
こ
の
地
を
訪
れ
る
多
く
の
人
々

に
、
嘉
一
郎
の
偉
業
と
た
く
さ
ん
の
人
々
に

慕
わ
れ
て
き
た
彼
の
人
と
な
り
を
伝
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
郷
里
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

人
生
の
終
焉

　

70
歳
を
過
ぎ
る
頃
に
な
る
と
、
切
磋
琢
磨

し
、
と
き
に
は
激
し
く
争
い
な
が
ら
明
治
・

大
正
・
昭
和
と
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
力

を
尽
く
し
て
き
た
仲
間
た
ち
が
次
々
と
引

退
・
他
界
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
長
生
き
を
し
て
で
き
る
だ
け

世
の
た
め
に
尽
く
そ
う
と
自
ら
の
健
康
管
理

に
神
経
を
使
っ
て
い
た
嘉
一
郎
は
、
ま
だ
ま

だ
現
役
で
新
し
い
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

　

昭
和
12
年
に
は
、
山
梨
県
内
に
広
大
な
果

樹
試
験
場
を
設
置
し
て
県
に
寄
付
、
ま
た
、

県
下
の
各
小
学
校
へ
ピ
ア
ノ
と
人
体
模
型
、

顕
微
鏡
、
ミ
シ
ン
な
ど
を
贈
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
に
楽
器
に
合
わ

せ
て
歌
う
こ
と
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
た

ピ
ア
ノ
は
「
根
津
ピ
ア
ノ
」
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
ピ
ア
ノ
は
、
彼
の
名
を
広
く
知
ら

し
め
た
だ
け
で
な
く
、
今
も
な
お
当
時
の
貴

重
な
思
い
出
と
し
て
、
多
く
の
人
々
の
心
に

語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
14
年
７
月
、
嘉
一
郎
は
大
阪
商
船
の

新
造
船
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
丸
の
処
女
航
海
の
主

賓
船
客
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
南
米
諸
国
視
察

の
旅
に
出
ま
す
。
し
か
し
、
３
か
月
に
わ
た

る
船
旅
は
、
さ
す
が
に
80
歳
の
体
に
は
き
つ

く
、
渡
航
中
か
ら
と
き
お
り
体
調
を
崩
し
た

嘉
一
郎
は
、
帰
国
後
、
年
末
恒
例
の
茶
会
を

最
後
に
床
に
つ
き
、
翌
昭
和
15
年
１
月
４
日

家
人
に
見
守
ら
れ
て
、
80
年
の
生
涯
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

葬
儀
は
、
嘉
一
郎
の
素
志
を
尊
重
し
、
１

月
８
日
、
築
地
本
願
寺
に
お
い
て
、
極
め
て

荘
重
厳
粛
に
行
な
わ
れ
、
遺
骨
は
、
多
摩
墓

地
と
山
梨
市
内
の
墓
地
、
高
野
山
の
３
つ
に

分
け
ら
れ
ま
し
た
。
嘉
一
郎
の
郷
里
で
あ
る

平
等
村
で
は
、
地
方
有
志
が
多
数
参
列
し
て

の
村
葬
が
、
同
年
５
月
４
日
、
し
め
や
か
に

執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

嘉
一
郎
は
80
年
の
生
涯
で
、
終
始
一
貫
文

字
通
り
実
業
界
の
支
柱
と
な
り
、
世
の
た
め

人
の
た
め
に
力
を
注
ぎ
、
自
ら
の
足
跡
を
後

進
に
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
常
に
努
力
を
怠

ら
ず
、
明
日
の
世
界
の
た
め
に
心
力
を
傾
け

た
そ
の
精
神
と
偉
業
が
国
に
認
め
ら
れ
、
勲

二
等
の
栄
誉
を
賜
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
11
年
１
月
18
日
に
は
、
生
前

の
功
績
と
栄
誉
を
称
え
ら
れ
、
当
時
の
山
梨

市
か
ら
、
第
１
号
の
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈

ら
れ
て
い
ま
す
。
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平等小学校と根津ピアノの思い出　　
　　　　　　　　　　根津　豊さん（正徳寺）

社
会
貢
献
と
い
う
名
の

ふ
る
さ
と
、
そ
し
て
国
へ
の
思
い　

　

若
尾
逸
平
、
雨
宮
敬
次
郎
ら
甲
州
財
閥
の

先
駆
者
と
の
出
会
い
に
恵
ま
れ
、
そ
の
教
え

を
実
践
し
た
嘉
一
郎
は
、
持
ち
前
の
強
気
な

性
格
を
武
器
に
、
１
３
０
を
超
え
る
会
社
の

経
営
を
立
て
直
し
ま
す
。
中
で
も
、
東
武
鉄

道
を
は
じ
め
多
数
の
鉄
道
会
社
の
経
営
に
力

を
注
ぎ
、改
革
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
か
ら「
鉄

道
王
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
才
能
と
努
力
で
得
た
利
益
を
、
彼
は

「
社
会
か
ら
得
た
利
益
は
社
会
に
還
元
す
る
」

と
い
う
信
念
の
も
と
、
各
方
面
へ
の
多
額
の

寄
付
や
美
術
品
を
収
集
す
る
こ
と
に
運
用
し

ま
す
。
美
術
品
の
収
集
に
関
し
て
は
、当
時
、

出
資
し
た
金
額
で
は
嘉
一
郎
の
右
に
出
る
も

の
は
い
な
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ま

た
、
よ
い
美
術
品
を
海
外
に
流
出
す
る
の
を

防
ぎ
、「
良
い
も
の
は
国
家
に
寄
与
し
た
い
」

と
い
う
、
彼
の
祖
国
に
対
す
る
強
い
思
い
に

よ
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
に
は
、
実
業
視
察
団
の
一
員
と
し
て

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
際
に
、
現
地
の
実
情
を

自
ら
の
目
で
確
か
め
た
こ
と
が
大
き
く
影
響

し
て
い
ま
す
。
嘉
一
郎
は
、
晩
年
に
自
ら
記

し
た
『
世
渡
り
体
験
談
』
の
中
で
、
当
時
の

よ
う
す
を
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
明
治
四
十
二
年
、
澁
澤
榮
一
男
爵

を
団
長
と
し
た
実
業
視
察
団
の
一
員
に
加

わ
っ
て
亜
米
利
加
へ
渡
っ
た
が
、
亜
米
利
加

で
は
、
数
か
ず
の
感
服
し
た
話
が
あ
る
。

　

第
一
に
亜
米
利
加
人
は
郷
土
を
愛
す
る

心
、
愛
郷
心
と
云
ふ
も
の
が
強
く
て
、
大
抵

ど
こ
の
土
地
に
も
、
図
書
館
や
、
学
校
や
、

病
院
等
が
立
派
に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
土
地
の
人
は
、
私
の
と
こ
ろ
は
何
々
の
建

物
や
名
物
が
あ
っ
て
、
亜
米
利
加
一
で
あ
る

と
か
、
世
界
一
で
あ
る
と
か
云
ふ
事
を
誇
り

に
し
て
、
委
し
く
説
明
し
て
呉
れ
る
の
で
あ

る
。
又
、
其
の
や
う
な
金
の
か
か
る
建
造
物

の
総
て
は
、
土
地
の
有
力
者
か
ら
寄
附
金
を

募
集
し
て
建
て
た
も
の
で
、
亜
米
利
加
人
は

斯か
か

る
公
共
的
の
事
業
に
対
し
て
は
、
巨
額
の

金
を
惜
し
ま
な
い
の
で
あ
る
。」

　

父
の
「
国
の
た
め
に
何
か
よ
い
こ
と
を
し

て
お
け
」
と
い
う
教
え
も
あ
り
、
渡
米
前
に

も
若
干
の
寄
付
行
為
を
し
て
い
た
嘉
一
郎
。

し
か
し
、ア
メ
リ
カ
の
主
要
都
市
を
歴
訪
し
、

当
地
の
富
豪
、
有
力
者
が
公
共
の
た
め
に
尽

力
す
る
事
例
を
数
多
く
見
聞
し
て
か
ら
は
、

自
分
の
財
力
に
見
合
う
寄
付
行
為
を
多
方
面

で
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、

郷
土
か
ら
の
要
請
は
、
そ
れ
が
度
重
な
っ
て

も
快
く
応
じ
た
の
で
し
た
。

　

中
央
線
日
下
部
駅
（
現
在
の
山
梨
市
駅
）

の
西
側
を
流
れ
る
笛
吹
川
に
幅
員
３
・
６
メ

ー
ト
ル
、
全
長
90
メ
ー
ト
ル
の
鋼
橋
を
架
け

る
の
に
要
す
る
費
用
を
寄
付
し
た
の
も
、
そ

の
一
つ
で
す
。
平
等
・
上
万
力
と
日
下
部
・

加
納
岩
、
春
日
居
の
各
村
を
結
ぶ
橋
の
必

要
性
は
か
ね
て
か
ら
叫
ば
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
土
木
予
算
の
関
係
で
建
設
が
延
期
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
耳
に
し
、
寄
付
を
申
し
出
て

完
成
さ
せ
た
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
根
津
嘉
一
郎
の
名
を
多
く
の
県
民

の
心
に
刻
ん
だ
「
根
津
ピ
ア
ノ
」
や
「
平
等

小
学
校
」
の
新
築
な
ど
、
郷
里
山
梨
で
は
今

も
な
お
、
嘉
一
郎
の
名
は
彼
が
遺
し
た
数
々

の
功
績
と
と
も
に
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
次
号
に
続
く
）

【
参
考
文
献
】
根
津
嘉
一
郎
・
著
『
世
渡
り
体
験
談
」

／
『
根
津
翁
伝
』　

玉
木
懿
夫
・
著
／
『
根
津
嘉
一
郎
』

宇
野
木
忠
・
著
／
『
東
武
王
国 

小
説 

根
津
嘉
一
郎
』

若
山
三
郎
・
著
／
そ
の
他
新
聞
・
雑
誌
な
ど

　家は近所ですが、根津（嘉一郎）さんに直接お会いした
記憶はありません。当時はまだ小学校の低学年でしたから、
はっきりしたことは覚えていませんが、「帰郷時のお土産
に」とノートや鉛筆、学校パンなどをもらった記憶が何と
なく残っています。
　平等小学校には、教材・教具がしまってある部屋があっ
たのですが、そこに潜り込んで人体模型を持ち出しては人
を脅かすといったいたずらをした思い出があります。当時
は当たり前だと思っていた学校の設備が、後年教師になっ
て他の学校に赴任した時に、特別だったことに気付きまし
た。今では当たり前でしょうが、当時の学校には家庭科室
や図工室などの特別教室はありませんでした。しかし、平
等小学校にはすでに当時、それらの教室がしっかりあった
んです。また、体育道具などの備品類はとりわけ充実して
いましたし、立派な講堂もありました。
　あと、教員になって各地の小学校に勤務したのですが、
どこに行っても「根津ピアノ」がある。改めて根津さんの
ふるさとの子どもたちへの愛情を感じました。子どもたち
が当時好きだった「みかんの花咲く丘」をピアノを弾きな
がら一緒に歌った思い出が、今も懐かしく蘇ります。　

　根津記念館のすぐ近くにお住
まいの根津豊さんは、嘉一郎の
寄付により建てられた「平等小
学校」に通い、学校卒業後は教
員となり、県内の小学校で「根
津ピアノ」を弾いたという経験
の持ち主です。
　そんな根津さんに、「平等小
学校」と「根津ピアノ」の思い
出を語っていただきました。

山梨教育会附属図書館　昭和５年（1930）竣工。建設費とし
て 56,076 円を寄付しました。その後、山梨県立図書館とな
り、現在は県庁庁舎第一南別館として活用されています（写真
所蔵・山梨県立図書館）。

＜郷里への寄付＞　その主なもの

明治 29 年（1896）
平等村小学校基本財産へ寄付

明治 41 ～ 42 年（1908 ～ 1909）
平等村小学校へ金 500 円と増築費寄付

大正３年（1914）
平等村小学校へ宅地建物機械器具寄付

大正 11 年（1922）
県下小学校へ勤王文庫（代金 500 円）寄付

昭和２年（1927）
笛吹川橋梁架設（144,122 円 25 銭・後の根津橋）

昭和４年（1929）
平等尋常高等小学校新築資金 15 万円寄付
県教育会図書館新築資金 56,076 円寄付

昭和６年（1931）
東山梨郡各小学校へピアノ、理化学機械標本等

（代金 13,423 円）寄付

昭和８年（1933）
平等小学校へ運動具（代金 1,800 円）寄付
県下各小学校へピアノ、人体模型、顕微鏡、
ミシン（代金 342,634 円）寄付　……

平
ひらしな

等尋常高等小学校（現山梨小学校）　昭和４年（1929）竣工。総事業費の半分以上の 15 万円を嘉一郎が寄付し、建てられた校舎です。
「全額を寄付する」という嘉一郎に対し、村議会が「それでは村として情けない」と辞退。隣の春日居村から借りたお金と嘉一郎から
の寄付金を合わせて建設したというエピソードが地域に伝わっています。鉄筋コンクリート製の３階建てで 1,000 人以上の生徒を収
容することができました（現在の山梨小学校は、昭和 55 年（1980）に建設されたものです）。
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10月11日㈯
「根津記念館」開館

旧
根
津
邸
は
、「
鉄
道
王
」
と
称
さ
れ
、
日
本
の
近
代
化
に
影
響
を
与
え
た

初
代
根
津
嘉
一
郎
の
実
家
で
あ
る
根
津
氏
一
族
の
居
宅
で
す
。

政
財
界
の
巨
頭
で
あ
り
、
数す
き
し
ゃ

寄
者
と
し
て
も
名
高
い
根
津
嘉
一
郎
の

故
郷
山
梨
で
の
迎げ
い
ひ
ん賓

館
と
し
て
、
大
地
主
根
津
家
の
地
主
経
営
の
場
と
し
て
、

居
住
空
間
と
し
て
の
３
つ
の
機
能
を
あ
わ
せ
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

本
格
的
な
和
風
大
邸
宅
と
し
て
の
空
間
と
施
設
を
備
え
て
い
ま
す
。

邸
宅
は
、
嘉
一
郎
の
関
与
の
元
、

県
会
議
員
、
貴
族
院
議
員
、
平
等
村
長
な
ど
を
歴
任
し
た
甥
の
根
津
啓け
い
き
ち吉

に
よ
り
、

昭
和
７
年
か
ら
10
年
こ
ろ
に
か
け
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
11
月
、
根
津
邸
の
土
地
お
よ
び
建
物
が
、

根
津
栄
三
郎
氏
、
根
津
喜
美
恵
氏
、
根
津　

一
氏
、

穴
水
千
恵
子
氏
、
布ふ

る留
川
淑よ
し

子
氏
か
ら
山
梨
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
山
梨
県
に
お
け
る
昭
和
初
期
近
代
和
風
建
築
の
代
表
例
と
し
て

貴
重
な
建
物
を
保
存
改
修
お
よ
び
復
元
し
、

市
が
唱
え
て
い
る
「
山
梨
市
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」
の

拠
点
施
設
と
位
置
付
け
、
活
用
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

「
根
津
記
念
館
」
の
一
部
は
、

平
成
19
年
12
月
15
日
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

〒 405-0032　山梨市正徳寺 296　☎� 8250　◎開館時間：午前 9 時 30 分～午後４時 30 分　　　　　　◎休館日／毎週月曜日　◎入館料／大人　300 円・高校生　200 円・小・中学生 100 円（団体割引あり）

開館記念特別企画展「根津家ゆかりの美術品」
開館記念講演会＆パネルディスカッション

10 月 10 日㈮　市民会館ホール　（入場無料）
記念講演会 [ 午後２時～２時 50 分 ]

演題「初代根津嘉一郎翁を語る―お茶とビジネス―」
講師：山梨大学教授・根津記念館運営委員長　齋藤康彦氏

パネルディスカッション [ 午後３時～４時 ]

テーマ「文化人としての初代根津嘉一郎翁」
パネラー：根津記念館長　井尻千男氏

　　　　　根津記念館特別専門員　田中晴久氏

　　　　　山梨市長　中村照人
コーディネーター：山梨大学教授・根津記念館運営委員長　齋藤康彦氏

【問い合わせ】生涯学習課　文化財・根津記念館担当（市民会館内）　☎� 9611

山梨市出身の事業家　≪鉄道王≫と称された根津嘉一郎、根津家一族の大邸宅を記念館として公開

広報やまなし 2008.10-15 広報やまなし 2008.10-14
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
の
学
習
や
諸

活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
な
う
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
地
域
の
先
生
」
を
募
集
し
ま

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
文
部
科
学
省
の
学
校
支

援
地
域
本
部
事
業
※１

を
活
用
し
、
中
学
校
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
に
地
域
本
部
を
設
置
、
そ
れ
ぞ

れ
の
支
援
内
容
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
行
な

う
も
の
で
す
（
内
容
は
、
暫
定
的
な
も
の
で

す
。
今
年
度
の
実
践
内
容
を
検
証
し
、
成
果

が
確
認
で
き
れ
ば
、
来
年
度
以
降
拡
充
す
る

予
定
で
す
）。

　

こ
の
事
業
の
開
始
に
あ
た
り
、
市
で
は
、

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

あ
く
ま
で
、「
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る

時
間
に
、
で
き
る
範
囲
で
」
結
構
で
す
。
あ

な
た
が
持
っ
て
い
る
知
識
や
技
術
を
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
学
校
活
動
の

た
め
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※１　　近年のたび重なる青少年の凶悪犯罪、いじめ、不登校
　　　など、青少年をめぐるさまざまな問題が発生している背
　　　景として、地域における地縁的なつながりの希薄化や間
　　　違った個人主義の浸透などによる、いわゆる「地域の教
　　　育力の低下」が指摘されている。また、学校教育におい
　　　ては教育活動以外の業務など、教員の業務量の増が問題
　　　となっていて、教員の勤務負担を軽減するなど、教員が
　　　子ども一人一人に対するきめ細やかな指導をする時間の
　　　確保を図る取り組みが必要である。
　　　　これらを踏まえ、地域全体で学校教育を支援するため、

　　　学校と地域との連携体制の構築を図り、多様な形態の教
　　　員支援を可能とし、子どもと向き合う時間の拡充を図る
　　　必要がある。
　　　　以上の目的を達成するため、中学校ブロックごとに支
　　　援内容を設定し、各地域本部（山梨南中学校ブロック、
　　　山梨北中学校ブロック、笛川中学校ブロック）の指導の
　　　下、募集されたボランティアが支援を行ない、国は地域
　　　本部の運営などに係る経費を負担するというもの。

※２　　人財バンクは、「人は財産である」という意味の造語。

地
域
の
先
生
大
募
集

支援本部 対　象　校

山梨南中学校
ブロック 加納岩小・日川小・山梨小

山梨北中学校
ブロック

日下部小・後屋敷小・

八幡小・岩手小

笛川中学校
ブロック

牧丘第一小・牧丘第二小・

牧丘第三小・三富小

主な支援内容

●図書活動（貸出・返却、読み聞かせなど）

●英語活動（英語活動の補助・支援など）

●理科活動（理科の授業の補助・支援）

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
～
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

■ 支援対象学校（地域）および支援内容

学　校

学校支援地域本部

地域教育協議会

地域コーディネーター

学校支援ボランティア
（人財バンクの設置）

教育関係・地域の人々から構成し、学校への支援
のあり方について、検討する。

地域の人々（ボランティア）と学校との連絡調整
を行なう。

【図書館活動支援】　図書の貸出・返却、図書の修理、
　　　　　　　　　読み聞かせなど。
【英語活動支援】　　英語の授業の補助・支援。
【理科活動支援】　　理科の授業の補助・支援。
【その他の支援】　　部活動（体育・文化）支援・
　　　　　　　　　環境美化活動支援など。

学
校
支
援
活
動
に
参
加
す
る
意
欲
の
あ
る
地
域
・
保
護
者
の
人
々
の
協
力

協力依頼

学校支援

～地域ぐるみでの学校支援～「学校支援地域本部事業」の概要について 地域の先生（学校支援ボランティア）募集！
募集内容　学校図書館活動・英語活動・理科活動
※上記以外の内容（部活動支援・環境美化活動など）でもかまいません。お持ちの知識や
技術を子どもたちに伝えてくだ　さい。年齢や資格の有無については、問いません。
応募方法　学校教育課まで電話でお申し込みください。
※申し込みのあった人は、「山梨市学校支援人財バンク」※２に登録します。活動内容な　
ど、詳細については改めて連絡します。
【申込・問い合わせ】
学校教育課学校教育担当（市民会館内）　☎� 5355　ＦＡＸ� 5357
※活動に対する報償は、原則としてありません（ボランティア保険には市で加入します）。
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11
月
の
新
庁
舎
移
転
に
伴
い
、
牧
丘
・

三
富
支
所
に
お
け
る
土
地
管
理
業
務
を
新

庁
舎
に
統
合
し
ま
す
。

  

地
籍
図
な
ど
の
交
付
申
請
は
、
今
ま
で

ど
お
り
各
支
所
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
支

所
で
受
け
付
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
翌

日
（
翌
日
が
土
日
・
祝
祭
日
の
場
合
直
近

の
営
業
日
）
午
後
２
時
以
降
に
各
支
所
の

窓
口
で
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
手
数
料
前
納
）。

　

ま
た
、
移
行
後
の
経
過
措
置
と
し
て
、

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
は
、
希
望
に
よ

り
郵
送
で
の
請
求
に
も
応
じ
ま
す
。

　

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

管
財
課
土
地
管
理
担
当　
　

　
　

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
８
２
）

　

牧
丘
支
所
総
務
担
当　
　
　
　
　
　
　

　

☎
㉟
３
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

　

三
富
支
所
総
務
担
当　
　
　
　
　
　
　

　
　

☎
�
２
１
２
１
（
内
線
３
１
１
）

11 月 16 日（日）は、
山梨市農業委員会委員選挙の投票日です。
【立候補予定者説明会】
　10 月 22 日㈬午後１時 30 分～
　市役所３階大会議室

【立候補届出受付】
　11 月９日㈰午前８時 30 分～午後５時
　市役所山梨庁舎西館（新庁舎）４階 401 会議室

【立候補条件】
　次の要件すべてに該当される人です。
　①農業委員会の区域に住所を有する人
　②年齢 20 歳以上（平成 20 年 11 月 16 日現在）
　③ 10 アール以上の農地を耕作する人および同居する親族
　または配偶者（60 日以上耕作の業務に従事する人）

【投票条件】
　平成 20 年３月 31 日に確定した農業委員会委員選挙人名
　簿に登録されている人で、上記①～③の要件を満たしてい
　る人（ただし、②は平成 20 年３月 31 日現在）

【問い合わせ】
　山梨市選挙管理委員会　☎㉒ 1111（内線 483）

市
役
所
庁
舎
移
転
の
お
知
ら
せ

●
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
日
は
11
月
４
日
㈫

　

建
物
本
体
工
事
が
完
成
し
、
駐
車
場
な
ど
の

外
構
工
事
が
10
月
中
旬
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。

　

こ
の
た
め
11
月
４
日
㈫
か
ら
新
庁
舎
で
の
業

務
開
始
を
目
指
し
、
移
転
準
備
を
進
め
ま
す
。

●
移
転
場
所

　

山
梨
市
小
原
西
８
４
３
番
地

　
「
セ
レ
ス
テ
ィ
カ
ジ
ャ
パ
ン
㈱
山
梨
サ
イ
ト

　

跡
地
（
元
Ｎ
Ｅ
Ｃ
山
梨
工
場
）」

●
移
転
す
る
課
・
施
設

◦
山
梨
庁
舎
の
機
能
は
す
べ
て
新
庁
舎
へ
移
転

し
ま
す
。

◦
牧
丘
庁
舎
の
農
林
課
、
三
富
庁
舎
の
観
光
課

　

が
新
庁
舎
へ
移
転
し
ま
す
。
支
所
機
能
は
今

　

ま
で
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。

◦
市
民
会
館
の
学
校
教
育
課
と
生
涯
学
習
課
、

　

夢
わ
ー
く
山
梨
の
商
工
労
政
課
と
子
育
て
支

　

援
セ
ン
タ
ー
「
つ
ど
い
の
広
場
た
っ
ち
」、　

　

市
民
総
合
体
育
館
の
社
会
体
育
課
は
新
庁
舎

　

へ
移
転
し
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
貸
し
館
業

　

務
は
今
ま
で
ど
お
り
行
な
い
ま
す
。

◦
保
健
セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
す
べ
て
新
庁
舎
へ

　

移
転
し
ま
す
。

◦
旧
山
梨
消
防
署
跡
地
の
水
道
課
は
新
庁
舎
へ

　

移
転
し
ま
す
。

●
庁
舎
の
移
転
（
引
っ
越
し
）

　

新
庁
舎
で
使
用
す
る
机
な
ど
は
、
財
政
負
担

軽
減
の
た
め
、
可
能
な
限
り
現
在
利
用
し
て
い

る
も
の
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
10
月
下
旬
か
ら
施
設
ご
と
に
大

規
模
な
引
っ
越
し
を
行
な
い
ま
す
。

　

引
っ
越
し
の
期
間
中
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
新
庁
舎
の
配
置
計
画
な
ど

　

新
庁
舎
の
詳
細
な
業
務
内
容
や
各
課
の
場
所

（
平
面
図
）
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
広
報
や
ま
な

し
11
月
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

牧
丘
・
三
富
支
所
で
の
土
地
管
理
業
務
が
新
庁
舎
に
統
合
さ
れ
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】
総
合
政
策
課　

庁
舎
等
整
備
活
用
対
策
室　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
９
５
）

木
材
か
ら
燃
料
油
を
取
る
実
験
を
し
ま
す

市 役 所 は「 引 っ 越 し 」 を し ま す

★木材から燃料油ができるまで⇒

原料提供
山梨県森林組合連合会
峡東森林組合
JAフルーツ山梨農協

針葉樹・広葉樹
果樹剪定枝など

回収
➡
運搬
➡
前処理

（乾燥・破砕）

山梨市
山梨市環境センター
（実証試験）

プラント内で木材に
マイクロ波を当てる

➡
オイル化
（原油）

1 日約 200kg の針
葉樹・広葉樹・果
樹剪定枝などから
60％～ 70％がオイ
ル化される。

新日鐵化学（再委託）
環境センターで作ったオイルを

　　精　製
（重油・軽油などの代替燃料）

ボイラー・ディーゼルなどの

燃料として利用

地産地消のモデルの確立
全国普及展開を目指す。

【問い合わせ】環境課　新エネルギー推進室　☎㉒ 1111（内線254）

　

こ
れ
ま
で
、山
林
の
木
は
間
伐
さ
れ
て
も
、

運
び
出
す
際
に
不
要
と
な
る
枝
や
先
端
部
分

は
、
そ
の
ま
ま
山
に
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

林
野
庁
で
は
、
こ
の
よ
う
な
未
利
用
の
木

材
資
源
の
有
効
利
用
を
促
進
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
変
え
る
こ
と
で
高
い
価
値
を
見
出
す

た
め
の
実
証
試
験
「
平
成
20
年
度
森
林
資
源

活
用
型
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
対
策
事
業
」

を
５
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
、
栃
木
県
森
林
組
合
連
合
会

を
事
業
主
体
と
し
て
、
山
梨
市
や
株
式
会
社

新し
ん
に
っ
て
つ

日
鐵
化
学
、
独
立
行
政
法
人
・
産
業
技
術

総
合
研
究
所
で
チ
ー
ム
を
作
り
、
木
材
資
源

か
ら
自
動
車
燃
料
や
化
学
品
原
料
な
ど
を
つ

く
る
事
業
申
請
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
８
月

28
日
に
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◆
未
利
用
木
材
を
オ
イ
ル
化

　

実
証
試
験
は
、
木
材
資
源
を
細
か
く
破
砕

し
た
「
お
が
粉
」
に
、
電
子
レ
ン
ジ
で
も
使

用
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
波
で
瞬
時
に
約

５
０
０
度
の
高
熱
を
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、

木
材
成
分
が
分
解
し
、
液
体
状
の
オ
イ
ル
を

取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
オ
イ
ル
は
原
油
に
近
い
成
分
で
、
自

動
車
燃
料
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
に
変
換
す

る
実
証
試
験
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
間
伐
材
や

焼
却
処
分
し
て
い
た
剪
定
枝
に
価
値
が
付

き
、林
業
振
興
に
役
立
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
地
産
地
消
の
燃
料

　

市
で
は
、
今
年
度
中
に
環
境
セ
ン
タ
ー
内

の
敷
地
に
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
し
、
山
梨
県
森

林
組
合
連
合
会
、
峡
東
森
林
組
合
、
Ｊ
Ａ
フ

ル
ー
ツ
山
梨
農
協
の
協
力
で
間
伐
材
や
剪
定

枝
を
収
集
し
て
、
木
材
を
原
油
に
相
当
す
る

オ
イ
ル
に
変
換
す
る
ま
で
の
実
証
試
験
を
行

な
い
ま
す
。
そ
の
オ
イ
ル
を
重
油
や
軽
油
の

代
替
と
な
る
燃
料
に
精
製
す
る
こ
と
で
、
林

業
や
農
業
を
通
じ
た
地
産
地
消
の
モ
デ
ル
確

立
を
目
指
し
ま
す
。

◆
事
業
費
は
？

　

総
事
業
費
は
約
５
億
円
（
栃
木
県
塩
谷
市

で
の
実
験
を
含
む
）
で
、
初
年
度
は
約
１
憶

５
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
全
額
林
野

庁
の
補
助
事
業
で
す
。

◆
他
の
環
境
事
業
と
の
関
連

　

市
で
は
、「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」「
バ

イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」、
ま
た
、
今
年
６

月
に
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
か
ら
認
定
さ
れ
た

「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
計
画
」
に
お

い
て
も
、
市
内
に
あ
る
果
樹
剪
定
枝
や
、
市

内
全
体
の
82
％
を
占
め
る
山
林
の
木
材
に
目

を
向
け
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
業
で
は
、
木
材
に
お
い
て
新
た

な
分
野
の
取
り
組
み
が
実
証
で
き
る
こ
と

や
、
未
利
用
森
林
資
源
な
ど
の
利
活
用
を
通

じ
、
地
域
間
連
携
な
ど
に
係
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

完成に向け工事作業を進めています
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Challenge

広報やまなし 2008.10-25

タ
ワ
ー
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
…
…

　
東
武
鉄
道
・
業
平
橋
押
上
地
区
都
市
再
開
発
事
業
を
視
察

▶ライオン㈱では、藤重社長（右端）
が直々に製品を紹介（同社ロビーにて）。
▼身振り手振りの豪快なパフォーマンス
で話す山崎墨田区長（右）。思わず引き
込まれてしまいます。

広報やまなし2008.10-24

８
月
29
日
、
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
甲
州
財
閥
・
鉄
道
王
・

初
代
根
津
嘉
一
郎
翁
創
業
の
東
武
鉄
道
、

東
武
博
物
館
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

東
武
鉄
道
が
主
体
と
な
り
建
設
し
て

い
る
新
東
京
タ
ワ
ー
「
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
」
や｢

業
平
橋
押
上
地
区
都
市
再

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

は
、
今
後
の
東

武
鉄
道
グ
ル
ー
プ
や
墨
田
区
な
ど
の
躍

進
、
発
展
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

２
０
１
１
年
竣
工
。
開
業
は
翌
年
春
の

予
定
で
す
。
押
上
駅
と
業
平
橋
駅
間
の

東
西
４
０
０
m
、
３
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

及
ぶ｢

タ
ワ
ー
の
あ
る
街｣

が
生
ま
れ

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
な
機
能
を
備
え
た
、

何
度
で
も
足
を
運
び
た
く
な
る｢

街｣

が
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

押
上
駅
は
、
東
武
伊
勢
崎
線
・
東
京

メ
ト
ロ
半
蔵
門
線
・
京
成
押
上
線
・
都

営
地
下
鉄
浅
草
線
の
４
線
が
乗
り
入
れ

る
交
通
の
要
衝
で
す
。
国
内
は
も
と
よ

り
、
世
界
の
人
々
が
行
き
交
う
日
本
の

観
光
・
生
活
の
新
た
な
中
心
地
と
し
て
、

脚
光
を
浴
び
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

◆　

　

ま
た
、
私
と
正
副
議
長
、
副
市
長
、

教
育
長
は
、同
日
、「
ラ
イ
オ
ン
山
梨
の
森
」

と
し
て
市
有
林
整
備
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
株
式
会
社
の
藤

重
貞
慶
社
長
と
東
武
・
ラ
イ
オ
ン
本
社

が
立
地
し
て
い
る
墨
田
区
の
山
崎
昇
区

長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ラ
イ
オ
ン
㈱
の
藤
重
社
長
は
、｢

私

の
祖
父
の
系
統
は
、
武
田
家
臣
の
土
屋

家
に
縁
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
（
武
田

二
十
四
将
・
土
屋
右
衛
門
尉
昌
次
と
思

わ
れ
ま
す
）｣
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
市

有
林
の
契
約
は
５
年
で
す
が
、
継
続
の

お
願
い
も
し
て
お
き
ま
し
た
。

　

山
崎
区
長
さ
ん
は
、「
山
梨
市
と
東
武
、

ラ
イ
オ
ン
の
関
係
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
今
後
の
交
流
な
ど
考
え
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

両
氏
と
も
、「
機
会
が
あ
れ
ば
山
梨
市

に
行
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

東
武
鉄
道
㈱
、
ラ
イ
オ
ン
㈱
、
墨
田

区
と
の
連
携
は
、
市
に
と
り
、
経
済
・

文
化
な
ど
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
、

意
義
の
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
促
進
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
（
広
報
４
月
号
参
考
）。

　

ま
た
、
10
月
に
は
、
整
備
を
進
め
て

き
た
「
根
津
記
念
館
」
が
開
館
し
ま
す

（
15
ペ
ー
ジ
参
照
）。
前
記
の
東
武
な
ど
と

の
連
携
も
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

災
害
発
生
に
備
え
る

　

９
月
１
日
に
実
施
し
た
防
災
訓
練
で

は
、
災
害
を
想
定
し
、
通
行
可
能
ル
ー

ト
を
選
び
な
が
ら
徒
歩
な
ど
で
参
集
す

る
方
法
を
と
り
ま
し
た
。

　

私
も
徒
歩
で
出
勤
し
ま
し
た
が
、
普

段
ク
ル
マ
で
何
気
な
く
過
ぎ
て
し
ま
い
、

気
が
付
か
な
か
っ
た
場
所
の
確
認
が
で

き
ま
し
た
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
救
助

活
動
が
優
先
す
る
た
め
、
直
接
参
集
で

き
な
い
職
員
も
多
数
発
生
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
災
害
へ
の

対
策
は
、
常
に
危
機
管
理
意
識
を
持
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

消
防
団
活
躍
・
信
頼
感
高
ま
る

　

９
月
７
日
の
第
44
回
山
梨
県
消
防
団

員
操
法
大
会
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

で
、
日
川
分
団
が
見
事
に
優
勝
し
ま
し

た
（
48
ペ
ー
ジ
参
照
）。
選
手
を
は
じ
め
、

日
川
分
団
、
地
区
区
長
会
、
顧
問
参
与
会
、

山
梨
消
防
署
の
皆
様
に
お
祝
い
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
の
消
防
団
に
対
す

る
信
頼
・
期
待
が
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

広報やまなし 2008.10-25

市民会館ロビー、老人健康福祉センターに毎週花を生けています。
（山梨地区「華道部」）

活動紹介

Culture
楽
し
い
文
化
活
動
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
梨
市
文
化
協
会

〈
山
梨
地
区
文
化
協
会
「
華
道
部
」〉　

　

文
化
協
会
発
足
以
来
の
伝
統
あ
る
華

道
部
は
、
現
在
十
二
流
派
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

年
々
平
均
年
齢
も
高
く
な
り
、
部
員

の
人
数
も
減
っ
て
き
て
残
念
に
思
い
ま

す
が
、
華
道
に
対
す
る
情
熱
は
以
前
に

も
増
し
て
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
根
津
記
念
館
の
オ
ー
プ
ン

に
際
し
て
、
迎
え
花
や
、
主
人
の
間
、

二
階
の
床
の
間
な
ど
に
花
を
生
け
、
お

祝
い
の
気
持
ち
を
表
す
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

秋
の
文
化
祭
に
は
、
毎
年
部
員
全
員

で
日
頃
の
腕
前
を
披
露
し
ま
す
。ま
た
、

二
年
に
一
度
行
な
う
陶
芸
教
室
で
は
、

自
分
で
焼
い
た
花
器
を
使
っ
た
展
示
も

あ
り
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

家
の
中
に
一
瓶
の
花
を
生
け
て
心
静

か
に
季
節
の
う
つ
ろ
い
を
感
じ
る
…
…

そ
ん
な
時
間
を
持
ち
続
け
た
い
も
の
で

す
。

　

部
長　
　

坂
本
か
の
江

　

副
部
長　

丸
山
早
苗
・
三
枝
明
子

【
問
い
合
わ
せ
】

　
坂
本
か
の
江
　
☎
㉓
４
０
０
０

〈
牧
丘
地
区
文
化
協
会
「
華
道
部
」〉

　
花
が
生
け
て
あ
る
と
、
そ
の
場
に
う

る
お
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

花
材
を
通
じ
季
節
の
訪
れ
を
知
り
、

花
に
触
れ
て
る
だ
け
で
心
が
優
し
く
な

り
ま
す
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、

花
か
ら
た
く
さ
ん
の
恩
恵
を
受
け
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

な
が
ら
、
華
道
部
の
活
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

花
材
集
め
を
す
る
こ
と
で
、
庭
先
に

咲
く
花
、
木
の
枝
一
本
で
も
思
い
が
け

な
い
面
白
い
形
が
で
き
る
こ
と
が
あ

り
、
楽
し
い
も
の
で
す
。

　

生
け
花
に
興
味
の
あ
る
人
、
牧
丘
に

は
古
流
・
創
美
流
・
草
月
流
が
あ
り
ま

す
。
共
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

秋
の
文
化
祭
に
は
、
一
人
で
も
多
く

の
人
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

部
長　

広
瀬
英
子

　
　
　
　
　
　
　

【
問
い
合
わ
せ
】

　

広
瀬
英
子
　
☎
㉟
２
７
９
２

〈
三
富
地
区
文
化
協
会
「
華
道
部
」〉

　
三
富
地
区
の
華
道
部
は
、
古
流
の
広

瀬
先
生
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
部
員

は
先
生
を
含
め
６
人
で
す
。
人
数
は
少

な
い
で
す
が
、
花
の
可
憐
さ
、
技
の
美

し
さ
、
花
が
開
い
て
散
っ
て
い
く
の
を

見
る
楽
し
み
を
も
味
わ
い
た
い
花
好
き

の
人
ば
か
り
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

教
室
は
週
一
回
、
三
富
の
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
で
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

先
生
の
都
合
で
、
最
近
は
文
化
祭
の
前

に
指
導
し
て
い
た
だ
い
き
、
そ
の
ほ
か

は
自
宅
で
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

作
品
は
三
富
地
区
文
化
祭
に
展
示
し

て
、
多
く
の
人
々
に
見
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
11
月
に
は
文
化
祭
に
来
て
い
た

だ
き
、
華
道
部
の
日
ご
ろ
の
成
果
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

部
長　

広
瀬　

良
美

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　
広
瀬
良
美
　
☎
�
２
３
３
６

10 華道部 
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図書館だより

広報やまなし 2008.10-31

山梨市立図書館　万力 1830（市民会館内）☎� 9600（月曜休館）
【市立図書館ホームページ】　http://www.city.yamanashi.yamanashi.jp/library/index.html

永遠のなぞ大ピラミッド
（まんが新・世界ふしぎ物語１）

日本の小説
非正規レジスタンス　　　　　　石田　衣良
夏のくじら　　　　　　　　　　大崎　　梢
ひかりの剣　　　　　　　　　　海堂　　尊
一心斎不覚の筆禍　　　　　　　佐藤　雅美
気をつけ、礼。　　　　　　　　重松　　清
訣別の森　　　　　　　　　　　末浦　広海
銀河祭りのふたり　　　　　　　杉本　章子
孫子伝　　　　　　　　　　　　塚本　青史
もっと塩味を !　　　　　　　　林　真理子
宿屋めぐり　　　　　　　　　　町田　　康
新三河物語㊤　　　　　　　　　宮城谷昌光

文学・エッセイ・手記・外国の小説など
女性俳句の光と影　　　　　　　宇多喜代子
生きるとは、自分の物語をつくること　小川　洋子
ナマコのからえばり　　　　　　椎名　　誠
リーシーの物語㊤㊦　スティーヴン・キング
運命の日㊤㊦　　　　　　デニス・ルヘイン
その他・一般
手あそび百科　　　　　　　植田光子・編著
すべてがわかるアロマテラピー大事典　小泉　美樹
いきなりきのこ採り名人　　　　井口　　潔
ほろ酔い黒百合　　　　　　　　米川　正利
手紙・はがき基本文例集　　主婦の友社・編

主な新着図書

いつもそばに本が……
学校図書館支援センターだより　☎� 5355（学校教育課内）

　暗闇を切り裂く鋭いナイフのような高音。
その声がひとたび放たれると、辺りのもの
総てが彼色に染まっていく。真

さ な だ ひ で と

田暎人。ロ
ックバンド Jet Lily Star のヴォーカリスト。
歌うために生まれてきたといっても違わぬ
ほど、魅力ある声の持ち主だ。
　独特のメロディラインと、繊細でストレー
ト、ときにはかわいらしくさえ思えてしまう
歌詞。一瞬アンバランスとも思えるとり合わ
せが、Jet Lily Star の手にかかれば、見事
なまでに調和したロックサウンドとして生
まれ変わる。メンバーは、写真右から山口ソ
ウ（Ba.）、真田暎人（Vo.&Gt.）、薮

やぶうちひろかず

内寛和
（Gt.）、長

ながおとしまさ

尾俊雅（Drs.）の４人。あらん限
りのエネルギーを使い、訴えかける彼らの
ライブは、聴衆を瞬く間に魅了する。
　代表曲を集めたアルバム「Jet Lily Star」
は、その世界を味
わうには最適な１
枚。テクニカルス
タッフとして、本
市出身の林兄弟が
参加。

J
ジェット

et L
リリィ

ily S
ス タ ー

tar
「Jet Lily Star」

　　    　　（2008.7 発売）

※市立図書館ではＣＤの貸出しは行なっていません。

　主人公「ふう」は小さいときの病気が原
因で目が見えません。ある年の春のこと、「ふ
う」はふたりの友だちと「秋にはいっしょ
にお祭りに行こう」と約束をします。ふた
りの友だちの家からは、秋祭りに着る新し
い着物の布を織る音が聞こえてきますが、おとうさんのいない「ふう」
の家には、布を織る糸を買うお金も、機織り機もありません。でも「ふ
う」は「新しい着物を着て秋祭りに行きたい」とずっと思っていました。
そんな「ふう」に、おかあさんは「新しい着物をつくってあげるね」と
いい、毎晩畑仕事が終わると「わらぞうり」を作り、できあがると町へ
持って行って売り、やっと布を織る糸が買えました。そして何日もかけ
て糸を赤く染めると機織り機を借りてきて織り始めました。その音を聞
いているうちに「ふう」も自分で織ってみたくなりました……。
　困難を乗り越えてでき上がる「お日様のような暖かい色の着物」に、「ふ
う」の成長が織り込まれ、思わず「ふう、よくがんばったね。とっても
にあうよ」と声を掛けたくなる一冊です。

　このように、図書館の書棚にはたくさんの絵本が並んでいます。絵本
は子どもが読むものと考えがちですが、おとなにこそ、生きる上で「本
当に大事なことは何なのだろう」と考えさせられ、気づかせてくれる豊
かな内容のものがあります。豊かな人生経験を経てきたおとなだからこ
そ理解でき、深く味わえるのではないでしょうか。

「子どもに薦めたい本 2008」から

【注目本紹介】

■小説

いのちなりけり

　何度生まれ変わろうとも、咲弥

殿をお守りいたす。上意討ちの命で、最愛の妻の父を狙わ

ねばならなかった男の飾りのないまごころ。水戸藩と幕府

の暗闘のさなか、引き裂かれた夫婦が再びめぐり合う。骨

太の時代小説にして清冽な恋愛小説。

　世界の七不思議ピラミッドはだ

れが、何のために、どんな方法で作ったのか。古美術商の

キャット馬場、ミイラのマミーくん、カオリとその娘・ミ

ドリちゃんが、世界遺跡のなぞを探る新シリーズ、「新・世

界ふしぎ物語」がスタート。

吉川　　豊・作画

葉室　　麟・著

■児童書

【10月のおはなし会】
　❖乳幼児向き（チェリー）　10 月 21 日㈫
　　時間はいずれも午前 10 時 30 分～ 11 時
　❖幼児・低学年向き（くれよん）　10 月 25 日㈯
　　時間はいずれも午前 10 時 30 分～ 11 時
　　

【市立図書館開館時間】
❖午前９時～午後５時（金・土は午後６時まで）　
　★延長時間が午後６時までに変更になりました。
　★休館日は、折り込みのカレンダーで確認してください。

【あなたのおすすめ本を広報誌上で紹介してみませんか】
　詳しくは、広報担当まで。☎� 1111（内線 225）
　Ｅメール　info@city.yamanashi.lg.jp

●●● INFORMATION●●●

おすすめ新着図書

　植え合わせにより、病気や害虫被害が抑えら
れて野菜が元気に育つのが、コンパニオンプラ
ンツ。コンパニオンプランツの不思議な効果や
実例、じょうずな野菜の育て方、無農薬で野菜
を育てるための工夫などをやさしく紹介。

　万力公園に建てられた銅像や笛吹川に架かる「根津橋」。
また、県内全ての小学校にピアノを贈ったという話は多くの
人が知っていますが、根津嘉一郎翁がどんな人生を歩み、ど
んな業績を築いてきたかということは意外と知られていませ
ん。市立図書館には、根津翁を知るための本が何冊かありま
すが、何といっても一番のお薦めは、翁本人が記した『世渡
り体験談』。翁の言葉で、若き日々から晩年に至るまでのこ
とが綴られています。「根津記念館」の開館を機に、郷土の
偉人・根津嘉一郎翁の人生をひも解いてみませんか。
　　　　　　（市生涯学習課・文化財根津記念館担当：推薦）

みんなで
来てね！

コンパニオンプランツで
無農薬の野菜づくり　　　　　学研

「おひさまいろのきもの」
広野　多珂子　作・絵＜福音館書店＞

私の

本本

根津嘉一郎翁を知るための一冊
根津嘉一郎・著『世渡り体験談』
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社会保険労務士
「無料相談会」

社会保険労務士会

法務局の業務なんでも
無料相談所

甲府地方法務局

行政書士会無料相談会と
電話 110 番

山梨県行政書士会

編集後記
❖よくアーティストの人がデビュー 10 周
年とか 20 周年などのイベントをやってい
ます。普通の人は就職して 10 年であろう
が 20 年であろうがイベントをすることは
ほとんどないと思います。職種は違えど、
同期の人たちとお祝い会を開くのもいい
な、と。自分はあと 3 年後かな？T

❖秋の訪れが感じられます。「秋」とい
えば、いろいろな秋がありますが、今年
はぜひ「文化・芸術の秋」に！もうすぐ
根津記念館がオープンします。さまざま
な文化・芸術品が展示されます。身近に
ある文化遺産を訪れ、見て、触れて、「文
化・芸術の秋」を堪能しましょう。K

❖山梨市を代表する偉人・根津嘉一郎翁の
記事を書くにあたり、いつくかの書物を
読みました。今まで「根津橋」「根津ピアノ」
くらいしか知識がなかったのですが、読み
進んでいくうちにすっかり翁のファンに
なっている自分が……。読書の秋、皆さ
んもいかがですか。ハマりますよ～。E

相　談

平成 20 年度住宅・土地統計調査に
ご協力をお願いします

商工労政課

　10 月１日、全国で住宅・土地統計
調査が行われます。
　この調査は、住宅・土地に関するも
っとも基本的な調査で、国や都道府県
・市町村が住生活基本計画やまちづく
り施策などを提案するための大切な資
料となります。
　対象となった世帯には、知事が任命
した調査員が９月下旬から調査票をも
ってお伺いしますので、調査票への記
入をお願いします。
　なお、調査内容は統計を作成するた
めのみに使用するもので、その他の目
的には一切使用しません。
　ご協力お願いします。

【問い合わせ】
商工労政課統計資料担当　☎㉒ 3111

有価物回収事業にご協力を

山梨南中学校

　山梨南中学校では、今年度も有価物
回収事業を実施します。地域の皆さん
のご協力をお願いします。
日　時　10 月 18 日㈯　午前８時 30
分～※雨天の場合は、19 日に延期
取扱品目　
　新聞紙、新聞のチラシ、雑誌、ダン
ボール、牛乳パック
排出方法　
　品目別に分け、ひもで縛って当日の
午前８時 30 分までに各家庭の道路沿
いなど、目につきやすい場所に出して
ください。山梨南中学の生徒活動後援
会役員・ＰＴＡ役員、生徒が各地区で
回収をします。

【問い合わせ】
山梨南中学校　
☎㉒ 0173　担当：反田

10 月は労働保険適用促進月間です

ハローワーク塩山

「一人でも雇ったら必ず入るもの、そ
れは『労働保険』です」
～社員、従業員、アルバイトなど１人
でも雇っている会社は、すぐに労働保
険（労災・雇用）に加入を～
　労働保険とは、雇用保険と労災保険
を総称したもので、労働者を一人でも
雇用している事業主は、法人・個人を
問わず原則として加入が義務付けられ
ています。

【問い合わせ】
ハローワーク塩山適用係　☎� 8609

　山梨県社会保険労務士会峡東支部で
は、社会保険労務士制度推進月間にお
ける事業の一環として、社会保険労務
士業務に関する無料相談会を行ないま
す。相談の内容についての秘密は厳守
されますので、お気軽にご相談くださ
い。
日　時　10 月 25 日㈯　
　　　　午前９時～午後４時
会　場　甲州市中央公民館１階音楽室
相談事項　年金、健康保険、労働災害、
雇用保険、各種助成金、労働問題、就
業規則など

【問い合わせ】
社会保険労務士会峡東支部長　
辻　武彦　☎� 1089

●電話 110 番の開設
日　時　10 月２日㈭、３日㈮　
　　　　午前 10 時～午後４時
受　付　行政書士会事務局
受付電話　☎ 055（237）2601

●県下一斉支部別無料相談会
日　時　10 月 18 日㈯　午前 10 時～
午後４時
会　場　甲州市中央公民館ほか県内５
か所

【問い合わせ】
山梨県行政書士会　
☎ 055（237）2601

　登記、戸籍、供託など疑問に思って
いること、不明な点、お知りになりた
いことなどがありましたら、法務局の
職員、公証人がお答えする相談所をご
利用ください。秘密は固く守られます。
事前の予約も不要です。
日　時　10 月 26 日㈰　
　　　　午前９時～午後３時 30 分
会　場　甲府地方法務局４階会議室

（甲府市北口 1-2-19）
相談内容　相続・売買・抵当権抹消な
ど不動産登記、会社などの登記手続き
に関すること。婚姻・離婚・養子縁組
など戸籍に関すること。帰化など国籍
に関すること。地代・家賃など供託に
関すること。子どもや老人への虐待、
いじめ、女性へのセクハラ、ＤＶなど
に関すること。など法務局の所掌事務
に関すること。

【問い合わせ】
甲府地方法務局　055（252）7151

無料調停相談会

甲府地方裁判所

　金銭トラブル、家庭内の揉め事など
身近な法律問題でお悩みの人を対象に
弁護士を含む民事・家事調停委員が相
談に応じます。
日　時　10 月４日㈯　
　　　　午前 10 時～午後４時
会　場　岡島百貨店８階　岡島ローヤ
ル会館ゴールドルーム（甲府市）
相談担当　山梨調停協会甲府支部　民
事・家事調停委員会（弁護士含む）
主　催　日本調停協会連合会
後　援　最高裁判所、甲府地方家庭裁
判所
相談内容　相続問題、夫婦・家庭内の
紛争、交通事故損害賠償問題、サラ金
の返済問題など。
相談内容によっては、調停の申し立て、
その他の手続きをご紹介します。

【問い合わせ】
甲府地方裁判所事務局　総務課庶務係
☎ 055（235）1131　内線 2521　

無料法律相談会

総務課

主　催　山梨県弁護士会
日　時　10 月 20 日㈪
　　　　午後１時～４時
会　場　山梨市役所２階第１会議室
相談内容　離婚、相続、土地・建物の
賃貸借、交通事故、損害賠償、消費者
問題など法律に関する相談
相談方法　面談のみ
相談者数　６人（予約制）

【申込・問い合わせ】
総務課　行政防災防犯担当　
☎㉒ 1111（内線 228）
※ 予約受付は 10 月７日㈫から 16 日
㈭までとし、定員になり次第締め切り
ます。
※ お手元にある関係資料など、お聞
きになりたいことをまとめて、当日の
相談にご持参ください。

一日合同行政相談

山梨行政評価事務所

　私たちの身近な相談に、国・県・市
の担当者や弁護士、司法書士、公証人
などがお答えします。
　相談は無料で、秘密は守られます。
事前の予約は不要です。
日　時　10 月 21 日㈫
　　　午前 10 時 30 分～午後３時
会　場　岡島百貨店８階　岡島ローヤ

交通事故にあった人の
無料相談

甲府自動車保険請求相談センター

ル会館ゴールドルーム（甲府市）
相談内容　登記や戸籍、年金、医療、
介護・福祉や雇用、賃金、農業など
参加予定機関　甲府地方法務局、甲府
税務署、山梨労働局、山梨県行政書士
会・司法書士会など 16 機関・団体

【問い合わせ】
総務省山梨行政評価事務所
☎ 0570（090）110

平成 20 年度下水道排水設備工事
責任技術者認定試験

山梨県下水道公社

　下水道の排水設備工事を施工する指
定工事店には、「下水道排水設備工事
責任技術者」の資格を有する者の専属
が必要です。この試験は、責任技術者
としての技能を認定するものです。
受付期間　10 月１日㈬～ 24 日㈮
講習会　11 月 18 日㈫
試　験　11 月 30 日㈰
会　場　山梨県立男女共同参画推進セ
ンター（ぴゅあ総合）
甲府市朝気１- ２- ２

【申込・問い合わせ】
㈶山梨県下水道公社事務局
☎ 055（263）2738

1 枚
300円

売
り
切
れ
次
第
終
了
！
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ぜひお持ち下さい。昨年は 111 種類
のキノコ（うち 23 種類が毒キノコ）
が集まりました。

開催日時　平成 20 年 10 月８日㈬
会　場　杜の交流館（峡東森林組合）
甲州市塩山赤尾 453-1（JR 塩山駅か
ら徒歩５分）☎� 2901
時　間　午前 10 時～講習会
午前 11 時～午後２時　
内　容　キノコ鑑定会
※勝沼産生シイタケの直売もします。
講　師　山梨県森林総合研究所　
　　　　柴田　尚　主幹研究員
※事前の参加申し込みの必要はありま
　せん。

【問い合わせ】
峡東林務環境事務所森づくり推進課
林業自然保護担当　川口
☎⑳ 2721

技能講習会
「子育て・保育補助コース」

山梨県シルバー人材センター連合会

野生キノコ鑑定会

峡東林務環境事務所・峡東特用林産協会

海外の文化を学ぶ

「中国を知ろう」
総合政策課

　市国際交流促進委員会では、市内在
住の武藤さんを講師に招き、「中国を
知ろう」を開催します。
　今、世界の人口の約５分の１を占め
る中国は、日本との係わりが深く、文
化や言葉など似ているところがたくさ
んあります。近くて意外と知らない国

「中国」について、学んでみませんか。
日　時　10 月 18 日㈯
　　　　午後１時 30 分～３時 30 分
会　場　夢わーく山梨（働く婦人の家）
講　師　武藤芳華さん（市内在住）
内　容　中国の日常生活と国民性、中
国の人と付き合うため知っておきたい
こと、初歩的な中国語など
参加料　無料
募集人数　40 人
申込方法　電話または直接、総合政策
課にお申込みください。

　峡東林務環境事務所ならびに峡東地
区特用林産協会では、県産材を利用し
た交流施設「杜の交流館」にて、野生
キノコの生態や見分け方などについて
幅広い見識を持ち、「森のキノコたち」

「山梨のキノコ」の著者でもある柴田
尚研究員を招いて「野生キノコ鑑定会」
を開催します。
　当日はキノコの採取は行ないません
が、持ち込みのキノコの鑑定は可能で
すので、個人で採取したものがあれば

　地域の保育サポーターとして活躍し
ませんか？
日　時　11 月 12・13・14・18・19・
20・21・26・27・28 日

（全 10 日間 ・41 時間 )
いずれも午前 10 時～午後３時
会　場　甲府市（未定）
対象者　おおむね 60 歳台前半の人で
雇用、就業を希望している人
受講料　無料
定　員　20 人
申込締切　10 月 27 日㈪

【申込・問い合わせ】
㈳東山梨地区広域シルバー人材センタ
ー山梨事務所　☎㉒ 4150 
㈳山梨県シルバー人材センター連合会
☎ 055（228）8383

お知らせ
成人式を迎えるみなさんへ

生涯学習課

　市では、成人となるみなさんの前途
を祝福するため、平成 21 年山梨市成
人式を挙行します。
日　時　平成 21 年１月 11 日㈰
式　典　午後１時～２時（受付：０時
30 分～）
会　場　山梨市民会館ホール
該当者　昭和 63 年４月２日から平成
元年４月１日までの出生者
※「進学・就職の関係で市内に住所が
　ないが、山梨市の成人式に出席した
　い」という対象者は、11 月 16 日
　㈰までに生涯学習課に申し込んでく
　ださい。

【問い合わせ】
生涯学習課生涯学習担当（市民会館内）
☎㉒ 9611（月曜休館）
※ 11 月１日からは、☎㉒ 1111 にな
　ります。

「外国人雇用状況の届出」は、
全事業主の義務です！

厚生労働省

　施行日前（平成 19 年９月 30 日以
前）から継続雇用している外国人に係
る届出を忘れていませんか？
　全ての事業主の人、外国人（特別永
住者を除く）の雇入れと離職の際にそ
の都度当該外国人の氏名、在留資格な
どを確認し、ハローワークに届け出る
ことが義務付けられています。（届出
を怠ると、30 万円以下の罰金が課さ
れます）
　また、新規雇入れの場合のほか、施
行日前（平成 19 年 9 月 30 日以前）
から継続雇用している外国人について
も、平成 20 年 10 月 1 日までに、在
留資格などを確認の上、同様の届出を
行なうことが事業主に義務付けられて
います。インターネットによる届け出
も可能です。
ホームページアドレス
https://gaikokujin.hellowork.
go.jp/gkjgs/index.jsp
【問い合わせ】
山梨労働局職業安定部職業対策課
☎ 055（225）2858

10 月の IT 講習会
講座名 対象者 日程 募集締切

ブログ・ネット活用講座 パソコンの基本的な操作ができる人
10 月 21 日㈫～ 10 月２4 日㈮
午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

10 月９日㈭

≫≫ブログの作成など、インターネットでできるいろいろなことに楽しくチャレンジする講座です。

ＷＯＲＤ（ワード）入門講座 パソコンの基本的な操作ができる人
10 月 21 日㈫～ 10 月２4 日㈮
午後 7 時～９時

10 月９日㈭

≫≫ワープロソフトＷＯＲＤの機能を基礎から学習する講座です。

【会場】山梨市情報通信センター　　　　（山梨市役所庁舎となり）

申込方法　ハガキまたは電子メールにて「①受講希望講座名（日程）　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥職業
⑦電話番号　⑧パソコン所有の有無　⑨操作歴を記入のうえ、申し込んでください。
参加者負担金　3,000 円（講習会受講代として、初回講習時に集金）
※各日程とも 10 人程度募集。応募者多数の場合は抽選、また受講者が少ない場合は中止となることがあります。
※「山梨申請予約・ポータルサイトやまなしくらしねっと（市ホームページ上にバナーあり）」から
　電子申請を利用して申し込むことができます（HP アドレスは最終ページをご覧ください）。
　右のQRコードで、携帯電話からの申し込みもできます。

【申込・問い合わせ】〒 405-8501（住所不要）　山梨市役所総合政策課　電算システム担当　
☎� 1111（内線 236、237）　E メールアドレス　itkosyu@city.yamanashi.lg.jp

申込期間　９月 25 日㈭から
　　　（定員になり次第、受付終了）
【申込・問い合わせ】　
総合政策課政策推進担当
☎㉒ 1111（内線 235）

ペットを飼いたい！でもその前に
飼いたい動物について、よく勉強し、
　　しっかり家族で話し合ってみましょう。

「捨てない、増やさない、世話をさぼらない」
最低限守れますか？
峡東保健所・峡東地区動物愛護推進員

山梨市制施行三周年記念式典

10 月15 日㈬ 午前 10 時～
山梨市民会館ホール
内　容
山梨市民憲章の発表
市政功労者の表彰ほか

【問い合わせ】
秘書人事課秘書担当
☎㉒ 1111（内線 212）

山梨市花かげの郷まきおか
「牧丘郷土文化館」
入館有料化のお知らせ
● 10 月１日㈬から
●入館料　一人　100 円

【問い合わせ】　牧丘教育事務所
☎� 3111　（内線 155）
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肝炎ウイルス検査が無料で受け

られます
峡東保健所

対象者　市税完納者で、山梨市国民
健康保険に加入している 40 歳から 74
歳の人（昭和９年４月２日～昭和 44
年４月１日生まれ）
募集人数　80 人（先着順・年間定員
800 人）
申込期間　10 月１日㈬～ 17 日㈮

（定員になり次第受付終了）
申込方法　官製はがき、または封書に
①郵便番号　②住所　③氏名（ふりが
な）④生年月日　⑤性別　⑥電話番号
⑦保険証の記号番号（20 －○○○○ー
○○○○）を記入し、郵送してくださ
い（１人につき１枚）。
申込先　〒 405-8501　山梨市保健
センター行（人間ドック）
負担金　男 18,700 円　女 20,950 円
委託医療機関　山梨厚生病院、加納岩
総合病院、ＪＡ山梨厚生連（甲府市）、
クアハウス石和（笛吹市）、塩山市民
病院（甲州市）
受診期間　11 月１日㈯から平成 21
年２月 28 日㈯まで
※受診票などの発送は、10 月 24 日
　㈮を予定しています。受診にあたっ
　ての注意を同封しますので、必ずお
　読みください。

【申込・問い合わせ】
〒 405-8501　山梨市役所
保健課保健企画担当（保健センター内）
☎� 1111（内線 412、413）

出張メンタルヘルス講座
を行ないます

峡東保健福祉事務所

公的年金は社会全体で高齢者の

生活を支える制度です。
市民課

　若い皆さんは、「年金はお年寄りの
ためのもの」と考えがちではないで
しょうか。
　かつての日本は、家族で高齢者の暮
らしを支えるのが一般的であり、また、
私的な貯蓄などによって老後の生活を
送ることができました。
　だれしも自分の寿命は予想できませ
ん。自分の老後の生活を守るにはどの
くらいの経費がかかるのか、事前に知
ることはできません。
　近年、核家族と少子化の進行、サラ
リーマン世帯の増大などにより、家族
が遠く離れた場所でそれぞれ生活して
いかなければならない状況で、家族が
私的な扶養に頼ることは難しくなって
います。
　年金は高齢者世代にとってはもちろ
んのこと、若い世代にとっても、自分
の親の私的な扶養や自分自身の老後の
心配を取り除く役割を果たしていま
す。年金は、個人個人の自立を高め、
社会の発展、安定に貢献している側面
があります。
　このように、年金は、国民の生活、
経済からみて不可欠かつ重要な存在と
なっています。国民年金に加入し、保
険料を納付しましょう。

【問い合わせ】
市民課国民年金担当　 
☎㉒ 1111（内線 144、145）
牧丘支所住民生活担当　
☎� 3111（内線 142、145）
三富支所住民生活担当　
☎� 2121（内線 317）

　医師による「こころの健康講座」と
健康相談を、事業所や団体の集まりに
出張して行ないます。
　希望する事業所や団体は、申し込ん
でください。費用は無料です。
内　容　「ストレスと健康」「働く人の
こころの健康」「うつ病とは」「体とこ
ころの健康」など
　日程、詳しい内容は申込者と相談し
て決定します。会場は申込者で用意し
てください。
【申込・問い合わせ】
峡東保健福祉事務所（峡東保健所）
地域保健課（担当　石川・河西）
〒 405-0003　山梨市下井尻 126-1
　東山梨合同庁舎内
☎⑳ 2752
※なお、保健所では「こころの相談」
を随時お受けします。お気軽にお電話
ください。

平成 20 年度人間ドック受診者
追加募集のお知らせ

保健課

　Ｂ型肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイル
ス検査が最寄りの医療機関で無料で受
けられる緊急肝炎ウイルス検査事業を
行なっています。
期　間　平成 20 年４月１日～平成
21 年３月 31 日（今年度限りです）
受診方法　峡東保健所に電話で申請し
てください。受診券を郵送します。受
診券到着後、県と契約を結んでいる医
療機関（県内 234 箇所）で検査を受
けます。
対象者　肝炎ウイルス検査を受診した
ことのない人、今年度職場やお住まい
の市町村で肝炎ウイルス検診を受ける
機会のない人

【問い合わせ】
峡東保健所　☎⑳ 2752

肝炎インターフェロン治療費の

助成を行なっています
峡東保健所

　Ｂ型肝炎、Ｃ型肝炎のインターフェ
ロン治療に対する助成が受けられま
す。現在治療中の人、これから治療を
始める人は峡東保健所までお問い合わ
せください。
対象者　山梨県在住の人（山梨県内に
住民票または外国人登録のある人）、
Ｂ型慢性活動性肝炎、Ｃ型慢性肝炎お
よび代償性肝硬変の認定基準を満た
し、保険適用となっているインター
フェロン製剤による治療を受けられる
人
助成の内容　各種保険診療の請求額か
ら世帯の市町村民税額に応じた自己負
担額（１万、３万、５万）を除いた額
を国と県が助成します。
手続きに必要な書類
　受給者証申請書、診断書、住民票（申

請者の属する世帯全員が記載されてい
るもの）、市町村民税課税証明書（申
請者および住民票に記載されている世
帯全員のものが必要）、保険証の写し
申請窓口　峡東保健所地域保健課

【問い合わせ】
峡東保健所　☎⑳ 2752

保険・健康
高齢者のインフルエンザ

予防接種について
保健課

予防接種の対象者
①接種日当日、満 65 歳以上の人
②接種日当日、満 60 歳から 64 歳の
人で，心臓、腎臓、呼吸器またはヒト
免疫不全ウイルスによる免疫の機能に
障害のある人（身体障害者手帳１級所
持者）で、予防接種が必要な人（該当
者には追って通知します）
※接種を受ける法律上の義務はありま
　せん。個人の意思での接種となりま
　す。
実施期間，回数
　10 月 1 日㈬～ 12 月 15 日㈪まで
の間に一人 1 回。（期間厳守）
接種場所（医療機関）　
　市内の医療機関へ予約のうえ、体調
のよい時に接種してください。
　市外の医療機関を希望する場合は、
保健課までお問い合わせください。
料金の支払い
　一人につき 2,000 円を市で助成し
ます。各医療機関へは、接種料金から
2,000 円を引いた金額を支払ってくだ
さい。
持ち物　保険証　診察券

　　講　座
魚をさ

・ ・ ・ ・

ばいてみませんか！

夢わーく山梨

　食欲の秋がやってきました。毎年好
評のこの講座、今年は、季節の魚（当
日のお楽しみ）をさばきます。おいし
いさばき方を覚えて、家庭でも食卓に
いかがですか！
日　時　10 月 22 日㈬
　　　　午後６時～８時
会　場　夢わーく山梨（働く婦人の家）
料理実習室
参加料　1,000 円（材料代・当日徴収）
講　師　柳橋　新谷一男さん
持ち物　参加料・魚用包丁（ある方は
出刃包丁）・エプロン・筆記用具・三
角巾または髪留め・持ち帰り用パック

（大１・小１）
申込受付・時間　10 月６日㈪から受
付開始（電話で可、土 ･ 日 ･ 祝日を除
く午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分）
定員 20 人になり次第締め切ります。

【申込・問い合わせ】
夢わーく山梨（働く婦人の家）　
☎㉒ 3111

【問い合わせ】
保健課保健指導担当
☎㉒ 1111（内線 412 ～ 416）

2009年版山梨県民手帳予約受付中！
サイズ　82 ミリ× 145 ミリ
表　紙　ワイン色のレザー調
内　容　日記、郷土自慢、山梨県主要指標、暮らしの相談窓口など
販売価格　500 円　（差込用住所録　80 円は別売）
申込方法・期限　10 月 17 日㈮までに電話で申し込んでください。
受取方法　11 月 17 日㈪から、商工労政課、牧丘・三富支所で現金と引き
換えでお渡しします。

【申込・問い合わせ】
商工労政課統計資料担当（夢わーく山梨内）
☎㉒ 3111 【献血】10/7　牧丘・三富支所

10/27　市役所（詳細はカレンダーで）
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　スポーツ
　山梨市ジュニアリーダーズクラブで
は、市内の小学生を対象にハロウィン
パーティーを開催します。みんなで一
緒にゲームや工作をして楽しく過ごし
ましょう。
日　時　10 月 26 日㈰午後１時～
場　所　市民会館　ちどりの間
対　象　市内小学生４～６年生
　　　　　50 人程度
※詳細は、学校を通じて配布するチラ
シをご覧下さい。

【申込・問い合わせ】
生涯学習課生涯学習担当　
☎㉒ 9611（月曜・祝日の翌日休館）

　埼玉県秩父市が交流都市の音楽団体
を招き、秩父市内の音楽団体との交流
音楽会を開催します。山梨市からは紅
富士太鼓が出演します。

日　時　11 月 29 日㈯ 午後 1 時開演
会　場　秩父ミューズパーク音楽堂
出演団体　紅富士太鼓、荒川区民フィ
ルハーモニー合唱団、豊島区吹奏楽団、
秩父混声合唱団、秩父ウインドオーケ
ストラ、秩父第一中学校コーラス部
入場料　無料（整理券が必要です。山
梨市総合政策課でも配布しています。
詳しくは実行委員会までお問い合せく
ださい。）

【問い合わせ】　
秩父芸術祭実行委員会（秩父市市長室
ふるさと創造課）☎ 0494(22)2823

ジュニアリーダー主催

ハロウィンパーティー
生涯学習課

交流都市秩父市

「旅立ちの丘コンサート」
秩父芸術祭実行委員会

～まもなく裁判員候補者名簿に記載さ
れた方へ通知を発送します～
日　時　10 月 27 日㈪
　　　　午後２時～４時
場　所　甲府市総合市民会館
内　容　①裁判官による制度解説
　裁判員制度スタートを目前に控え、
最初の通知から選任までの手続きの模
擬体験を交えて解説します。
　②質疑応答
募集人員　100 人（先着順、参加費
無料）

【申込・問い合わせ】
甲府地方裁判所総務課
☎ 055(235)1131 （内線 2525）

裁判員制度説明会

甲府地方裁判所

環境シンポジウム

環境課

環境に対する課題が深刻化するな
か、市では、「豊かな自然環境と景観
の保全と活用」また「環境にやさしい
循環型社会の構築」を目指し、さまざ
まな取り組みをしています。

市では、これらの環境への取り組み
を多くの皆さんに知っていただき、市
民、事業者、市が環境問題に対し共通
の認識に立って、ともに力を合わせて
山梨市の豊かな自然と生活環境を将来
の世代に引き継ぐため、環境シンポジ
ウムを開催します。
日　時　10 月８日㈬午後６時 30 分～
会　場　山梨市民会館ホール
内　容　＜第１部＞　基調講演　
講　師　環境省水・大気環境局土壌環
境課地下水・地盤環境室　唐沢潔氏
＜第２部＞　市の関連事業報告
森林セラピー、平成の名水百選、次世
代エネルギーパーク計画など

卓球・ラージボール卓球教室

社会体育課

第４回山梨市民親善ゴルフ大会

社会体育課

日　　時　11 月 20 日㈭
　　　　　午前 7 時 30 分　現地集合
会　　場　春日居ゴルフ倶楽部
参加資格　市内在住・在勤者（初心者
・女性大歓迎）
競技方法　18 ホールストロークプレ
ー、新ペリア方式、
同スコアの場合年齢上位
募集人員　40 組（160 人）
申込方法　市民総合体育館窓口へ直接
申込
受付期間　10 月 1 日㈬～ 11 月 1 日
㈯　午前９時～午後５時
参加費　2,000 円（大会当日徴収）
プレー料金　11,000 円 ( 税込 )　
キャディー付き、昼食限定メニュー
+1 ドリンクサビース ( 当日個人清算 )
表　　彰　グロスの部・ネットの部・
女性の部優勝・ニアピン・ドラコン
賞　　品　市内各協賛事業所より豪華
賞品多数・全員に賞品あり

【申込・問い合わせ】
社会体育課社会体育担当 ( 市民総合体
育館 )
☎㉒ 5600 （月曜・祝日の翌日休館）

　　子ども
小学校就学児の健康診断の実施

について
学校教育課

　教育委員会では、平成 21 年度に小
学校に入学する予定の幼児を対象とし
た就学時健康診断を次の日程で行ない
ます。詳細は、個別に通知します。
　通知が届いていない場合は、学校教
育課までご連絡ください。
実施日　10 月 17 日㈮ 
会　場　牧丘町保健センター 
該当校　岩手小・牧丘第一小・第二小・
第三小・三富小
実施日　10 月 20 日㈪　
会　場　日下部小学校 
該当校　加納岩小・日下部小・後屋敷
小・日川小・山梨小・八幡小
※該当日に都合がつかない場合は、他の
　日に受診することができます。事前に
　学校教育課まで連絡してください。

【問い合わせ】
学校教育課　☎� 5355

ポリオ予防接種を行ないます

保健課

対象者　生後３か月～７歳６か月未満
日時・会場

 
※時間は午後１時 30 分～２時 30 分
持ち物　母子健康手帳・予診票

【問い合わせ】　　　　
保健課保健指導担当　
☎㉒ 1111（内線 414 ～ 416）

月 日 曜日 会場

10
16 木 山梨市保健センター
23 木 牧丘町保健センター
27 月 山梨市保健センター

【問い合わせ】　
環境課生活環境担当　
☎㉒ 1111（内線 252）

　専門のガイドと一緒に、西沢渓谷で森林セラピーを体験してみません
か。市では、６月５日に「平成の名水百選」に選定されたことを記念し
て、「ガイドと巡る西沢渓谷森林セラピー体験」を企画しました。西沢
渓谷の美しい紅葉を見て、気分をリフレッシュしましょう。市民の皆さ
んの参加をお待ちしています。

日　時　10 月 16 日㈭午前 9 時 30 分出発
山梨市役所正面玄関前集合 ( 解散予定午後３時 )
募　集　25 人
参加料　無料 ( セラピー弁当付き )
締切り　10 月 10 日㈮まで
主　催　山梨市観光協会

【申込・問い合わせ】
観光課観光企画担当　☎� 2121

「平成の名水百選」選定記念！
西沢渓谷森林セラピー体験 第 1 回

健康スポーツボウリング教室
山梨市ボウリング連盟

日　時　10 月 15 日～ 11 月 26 日ま
での毎週水曜日全７回、時間はいずれ
も午後１時 30 分～３時 30 分
会　場　山梨シルクロードボウル
対　象　一般男女
定　員　先着 20 人
参加費　3,500 円（靴代別途）
講義内容　健康スポーツとしてボウリ
ングを始める初心者、中級者に基礎か
ら指導します。
申込締切　10 月 13 日㈪

【申込・問い合わせ】
山梨シルクロードボウル
支配人　新里　☎ 080(2021)0567

（受付時間：午前 10 時～正午）

卓球の楽しさを実感しながら、健康増
進を図りましょう。
日　時　10 月 23 日㈭・28 日㈫・30
日㈭・11 月 6 日㈭・11 日㈫・13 日
㈭　計６回　時間はいずれも午後 7
時 30 分～ 9 時 30 分
会　場　市民総合体育館　アリーナ
参加資格　市内在住・在勤者（小学生
以上ただし、保護者同伴）
参加料　1 人 200 円
募集人員　卓球 20 人、ラージボール
卓球 20 人
申込期間　10 月２日㈭～ 22 日㈬
　( 定員になり次第締切 )
※詳細については、申込時に要項をお
　渡しします。

【申込 ･ 問い合わせ】
社会体育課社会体育担当
☎㉒ 5600 （月曜・祝日の翌日休館）
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☎　市役所� 1111　牧丘庁舎・牧丘支所� 3111　三富庁舎・三富支所� 2121

市外局番は 0553 です
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文化祭 2008
やまなし発見ウォーキングしませんか！

　｢豊かな自然をみんなで未来へ継
承する快適環境都市｣ を目指す山
梨市では、今年で 10 回目の開催
となる「ライトダウン甲府バレー
2008」に協賛します。
　このイベントは、県が甲府盆地全
体で必要のない照明を消し、美しい
星空を取り戻そうと関係機関および
各種団体に呼びかけ取り組んでいる
ものです。
　山梨市では、このイベントに合わ
せ、新日本３大夜景・恋人の聖地・
関東の富士見百景に選定された「笛

吹川フルーツ公園」で、星空を見上
げる天体観測を開催します。
　当日は、天体望遠鏡を用意します
ので、みんなで秋の星座を楽しみま
しょう！
●ライトダウン
日　時　10 月 25 日㈯
　　　　午後８時～９時
※必要のない照明の消灯をお願いし
　ます。

●星空を見るつどい（天体観測）
内　容　天体望遠鏡による星空観察
と専門家によるガイド
日　時　10 月 25 日㈯　午後７時
30 分～９時　※雨天中止
会　場　フルーツセンター物産館前
広場 ( 笛吹川フルーツ公園内 )

【問い合わせ】
＜ライトダウン＞　環境課生活環境
担当　☎㉒ 1111（内線 252）
＜星空を見るつどい＞　観光課観
光企画担当　☎� 2121（内線 324
～ 326）10月25日㈯午後８時～９時

　市内には知られていない旧跡が、まだまだたくさんあ
ります。市では、山梨市の良さを再発見してもらいなが
ら、ウォーキングで健康な体づくりができるイベントを
企画しました。いずれの行事も健康チェックを実施しま
す。現地まで送迎用のバスを出しますので、奮ってご参
加ください。
日時・コース　ABCの３コース（雨天の場合は中止）
参加料　無料（市のバスが本庁、支所を経由して目的地
に行きます）
対象　20 歳以上の人　　保険　市で加入します
持ち物　飲料水、タオル、帽子、防寒着、保険証（写）、
手袋、リュックサック、雨具など
※歩きやすい靴でご参加ください。A西沢渓谷、B乙女
湖コースは、弁当を用意してください。C根津記念館コー
スは半日コースなので弁当はいりません。

A西沢渓谷森林セラピー基地体験ウォーキング！
　定員25人（10月 14日㈫　申込期限10月９日㈭）
　午前８時40分　山梨市役所正面玄関前集合
　森林セラピー基地に認定を受けた紅葉の西沢渓谷で、
森林セラピーを体験しながらウォーキングしませんか。
これであなたの心も体もリフレッシュ！
本庁受付（8:40）→出発（9:00）→牧丘支所（9:20）→三

富支所（9：40）→西沢渓谷入口到着（10：00）→渓谷一周（徒

歩）→西沢渓谷入口出発（15:00）→三富支所（15:20）→

牧丘支所（15:40）→本庁到着（16:00）

　（10月19日㈰　申込期限10月16日㈭）
　午前８時40分　山梨市役所正面玄関前集合
　７年の歳月をかけて完成した琴川ダム「乙女湖」の紅
葉したカラマツ林の中の遊歩道を、ウォーキングのプロ
の指導を受けながら、健康もレベルアップ！
本庁受付（8:40）→出発（9:00）→牧丘支所（9:20）→

乙女湖駐車場到着（10:00）→湖畔周遊、焼山峠（徒歩）→
乙女湖駐車場出発（13:30）→牧丘支所 （14:10）→本庁到

着（14:30）　※牧丘支所から三富支所までの送迎あり

C晩秋の根津記念館ウォーキング！定員 50 人
　（11月24日㈪　申込期限11月20日㈭）　
　午前９時　万力公園根津翁銅像前集合
　晩秋の澄んだ空気を吸いながら、万力公園根津翁銅像
前を出発し、根津翁ゆかりの場所を見ながらウォーキン
グ。根津記念館を堪能しましょう！
三富支所受付（8:20）→出発（8:30）→牧丘支所（8:45）

→万力公園根津銅像前着（9:00）→万力公園～根津記念館

周遊（徒歩）→万力公園出発（11:30）→牧丘支所（11:45）

→三富支所（12:00）

※根津記念館ウォーキングは、万力公園根津翁銅像前が集合

　場所ですので、万力公園からの参加も可能です。

【申込・問い合わせ】
保健課保健企画担当　☎㉒ 1111 （内線 412 ～ 416）

甲府盆地のライトダウンと星空を見るつどい～天体観測～

❖山梨地区❖
＜展示部門＞ 10 月 16 日㈭～19 日㈰
　16 日　午後１時～５時
　17 日　午前９時～午後５時
　18 日　午前９時～午後５時
　19 日　午前９時～午後３時
＜会　場＞　山梨市民会館

ロビー ( 壁面 ) 短歌・俳句・川柳

展示室 美術・陶芸

Ｄ会議室 手芸・ﾌﾗﾜｰﾃ ｻ゙ ｲ゙ﾝ

大集会室 写真・押し花
華道 (17 ～19 日 )

ロビー 茶道 (15・18 日 )

大会議室 盆栽・詩・小説
古典・写仏

Ａ・Ｂ会議室 書道

２　

階

３　

階

４　

階

※華道部生け込み　16 日午後３時～
＜発表部門＞

部　門 日　時 会　場

朗　読 10 月 26 日㈰
午後 1 時 30 分～

市民会館
Ｂ会議室

日本舞踊 11 月９日㈰
午後１時～

市民会館
ホール

洋　楽 11 月８日㈯
午後１時～

邦　楽 11 月 16 日㈰
午後１時～

詩　吟 11 月 15 日㈯
午前９時 30 分～

民　謡 11 月 30 日㈰
午前９時 30 分～

謡　曲
平成 21 年３月８日㈰
午前 10 時～ 川ぎ里

※郷土研究部は 11 月 16 日㈰に加納
岩地区内で開催。

【問い合わせ】
生涯学習課内文化協会事務局（市民会
館内）
☎㉒ 9611（月曜・祝日の翌日休館）

❖牧丘地区❖
＜展示部門＞ 11月 22 日㈯～ 24 日㈪
＜発表部門＞ 11月 23 日㈰～ 30 日㈰
　23 日㈰　舞踊発表
　24 日㈪　文化の集い・お茶会
　30 日㈰　囲碁大会
※詳細は「広報やまなし 11 月号」で
　お知らせします。

＜作品募集＞
出展資格　牧丘地域在住・在勤者
①俳句　１人３句　四季雑詠
★ 11 月 16 日㈰までに部長または牧
　丘教育事務所へ提出

【問い合わせ】　温井　☎� 2856
②短歌　１人３首以内
　文化祭作品集「短歌まきおか」発刊
のため、出品料 500 円
　★ 10 月 15 日㈬までに各グループ
長または牧丘教育事務所へ提出

【問い合わせ】　金子　☎� 2535
※作品には、住所・氏名を必ず記して
　ください。

＜参加者募集＞
囲碁大会
日　時　11 月 30 日㈰　
受　付　午前９時　
対　局　午前９時 30 分～午後５時
会　場　牧丘町総合会館談話室
参加費　1,000 円（昼食代含む）　
入賞１位～５位他全員に参加賞あり

【申込・問い合わせ】　
　河合　☎� 3047

【応募・問い合わせ】　
牧丘教育事務所（牧丘支所内）
☎� 3111（内線 152）

❖三富地区❖
＜展示部門＞
日　時　11 月１日㈯～４日㈫午前中
会　場　三富基幹集落センター
内　容　華道・短歌・俳句・盆栽・絵
画・写真・書道・絵手紙・三富小児童・
三富保育園児の作品
＜発表部門＞
日　時　11 月１日㈯
　　　　午前 11 時～午後４時
会　場　三富基幹集落センター
内　容　舞踊・フルート・大正琴・詩
吟・太鼓演奏
※詳細はプログラム ( 別途配布 ) を参照

【三富地区福祉のつどい】
社会福祉協議会三富支所のご協力によ
り、文化祭と同日開催します。
日　時　11 月１日㈯　午前 10 時～
会　場　三富基幹集落センター
出　演　三富小１～６年生、ボラン
ティアのみなさん
内　容　１・４年生による合唱／５・
６年生・ボランティアのみなさん・文
化協会大正琴部による合奏／ボラン
ティアのみなさんによるバザー　ほか

【三富公民館まつり】
三富地区文化協会および社会福祉協議
会三富支所と合同で開催します。
展　示　４月からの事業のようすを写
真で紹介
発　表　８月から練習している芸能発
表

【問い合わせ】　
三富教育事務所（三富支所内）　
☎� 2121
社会福祉協議会三富支所　
☎� 2294
三富公民館　☎� 2131

B新名所　乙女湖紅葉ウォーキング！定員 25 人








